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市政への貢献をたたえる
市制施行60周年・文化の日記念式典

市民意識調査の結果がまとまりました

新型インフルエンザワクチン接種（予約制）のお知らせ
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○
市
制
施
行
60
周
年
記
念
特
別
表
彰

　

行
田
地
区
更
正
保
護
女
性
会
会
長　

　
　

山
本　

良
子

　

行
田
市
保
健
協
力
会
会
長　
　

野
本　

祐
子

　

市
民
体
育
祭
連
続
優
勝　

荒
木
地
区
体
育
協
会

○
行
政
委
員
会
委
員
と
し
て
永
年
勤
続
さ
れ
た
方

　

元
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　

遠
藤　
　

清

市政への貢献をたたえる市政への貢献をたたえる市政への貢献をたたえる

　

11
月
３
日
、「
市
制
施
行
60
周

年
・
文
化
の
日
記
念
式
典
」
が
「
み

ら
い
」
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

市
制
施
行
60
周
年
を
記
念
し
、

上
田
清
司
埼
玉
県
知
事
を
は
じ
め

と
す
る
多
く
の
来
賓
を
迎
え
て
行

わ
れ
た
今
年
の
式
典
で
は
、
各
分

野
で
活
躍
し
永
年
市
政
に
貢
献
さ

れ
た
市
民
功
労
の
３
人
・
１
団
体

を
含
め
、
80
人
、
19
団
体
が
表
彰

さ
れ
、
工
藤
市
長
か
ら
表
彰
状
と

記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
表
彰
を
受
け
ら
れ

た
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

 

表
彰
状
贈
呈

　
　
　
　

  　
（
順
不
同
、
敬
称
略
）

市 民 功 労

功労の事績
　氏は、県立進修館高等学校の前身で
ある行田高等学校ならびに羽生実業高
等学校で教べんをとりながら陸上競技
部監督を務め、多くの部員を指導し優
秀な投てき選手を育成して来られま
した。特に、行田高等学校監督時代に
は全国高校総体で杉田和巳選手の投て
き種目３冠制覇を実現させるとともに同校を県勢初の陸上競
技総合優勝へと導いたほか、全国高校総体史上初となるハン
マー投げ１位、２位、３位独占を成し遂げた選手たちを育て
るなど、「投てき王国行田高」の名を全国に轟かせました。
教員（監督）時代の36年間での全国高校総体と国民体育大会
における教え子の通算優勝回数は、17回にも及ぶ戦績を誇っ
ています。
　また、氏がハンマー投げで後にアジアの鉄人と称される室
伏重信氏を指導した縁で、アテネ五輪ハンマー投げ金メダリ
スト室伏広治選手が高校生時代には、親子で行田高校陸上競
技部の合宿に参加するなど、氏と室伏親子とは、ハンマー投
げによる深いきずなで結ばれています。
　教職を離れてからも陸上競技への情熱を燃やす氏の功績を
称え、埼玉陸上競技会は次代のオリンピック選手候補の育成
を目的に「大川杯ハンマー投大会」を開催しています。この
大会においても、氏は全国から集う選手たちの才能を伸ばそ
うと精力的に行動しています。
　氏は、豊富な識見と卓越した指導力をもって、スポーツ普
及発展のため、地域を越えた幅広い活動を続け、社会体育の
振興に多大な貢献をされています。

文化功労表彰 大川　守夫 氏
功労の事績
　氏は、平成２年から約17年間の
永きにわたり民生委員・児童委員と
して、高い識見と社会奉仕の精神を
もって、地域における社会的弱者へ
の支援活動を行い、地域住民の福祉
増進に多大な貢献をされました。こ
の間、氏は、平成10年12月から行
田市西部地区民生委員・児童委員協議会副会長として、さ
らに平成13年12月からは、行田市民生委員・児童委員連
合会会長として、その指導力を発揮し、組織の充実・発展
はもとより、誰もが安全で安心して暮らせる環境を作り、
市民と行政のパイプ役としても尽力されました。
　また、従来から懸案とされていた災害時の要支援者に対
する取り組みとして、活動手順を示した災害緊急マニュア
ルを作成するなど、地域防災の推進にも力を注ぎました。
さらに、いち早く児童虐待防止のためのネットワーク作り
を唱え、その整備に関わるなど、虐待の予防・防止に大き
く寄与されました。
　退任後は、厚生労働省所管の財団法人厚生労働問題研究
会の「孤独死防止の手引」および「高齢者虐待防止の手
引」の製作委員会委員として、その作成や発行に関わるな
ど、精力的な活躍を続けています。
　氏の活動は、地域の保健医療の向上、社会教育の充実、
人権教育の推進をはじめ、各種行政施策の総合的な推進に
大きな役割を果たしており、その功績は誠に多大なものが
あります。

福祉功労表彰

市 民 功 労

後藤　昭三 氏
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○
附
属
機
関
の
委
員
等
と
し
て
永
年
勤
続
さ
れ

　

た
方

　

元
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員　

坂
詰　

和
彦

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

信
澤　

孝
一

　

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員　
　

大
澤　

邦
夫

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

巣
山　

伸
子

　

学
校
医　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
木　
　

宏

　

学
校
歯
科
医　
　
　
　
　
　
　

上
杉
謙
一
郎

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
藤　

文
良

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

萎
澤　

浩
子

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
綱　

厚
之

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伴
光　

正
久

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夏
目　

善
弘

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
野　

貴
士

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
村　

哲
也

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
田　

和
也

　

学
校
薬
剤
師　
　
　
　
　
　
　

鹿
山　

高
彦

　

元
社
会
教
育
委
員　
　
　
　
　

田
口　

英
樹

　

社
会
教
育
委
員　
　
　
　
　
　

大
澤　

隆
一

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
嶋　

正
一

　

公
民
館
長　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺　
　

宏

　

水
道
事
業
運
営
審
議
会
委
員　

松
井　
　

隆

○
市
政
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
方
及
び
団
体

　

自
治
会
長　
　
　
　
　
　
　
　

川
島　
　

功

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

諏
訪　
　

雄

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
代　

保
夫

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茂
木　

功
光

　

自
治
会　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
倉
自
治
会

市政への貢献をたたえる市政への貢献をたたえる市政への貢献をたたえる

市 民 功 労

功労の事績
　行田ゆく年くる年実行委員会は、中心商店街、地域のコ
ミュニティの活性化を深めるために、商店会有志と地元自
治会とが協力し、平成４年に設立され、同年12月31日に
「第１回行田ゆく年くる年」を忍城址において開催しまし
た。
　忍城址を舞台として繰り広げられるこの祭りでは、さま
ざまなイベントが企画され、毎年、市民を中心に多くの
人々が訪れ、年々盛大となり、本市を代表する祭りの一つ
となっています。近年では、県内のカウントダウンイベン
トとして観光関連のホームページや旅行イベント関連の雑
誌を中心に取り上げられる機会も増え、本市の観光振興に
対しても多大な役割を果たしています。同実行委員会の活
躍により、継続的な活動が行われ、現在では本市の年末の
恒例行事として多くの市民に親しまれています。
　祭りの実施にあたっては、地域のコミュニティ活動のひ
とつとして、郷土愛と連帯感をはぐくみ、併せて、忍城の
城下町である行田のＰＲが図られ、本市の産業発展と地域
の活性化に対して非常に大きな役割を果たしており、多く
の成果を生んでいます。
　実行委員長以下スタッフ全員が一丸となって、この祭り
を継続して開催・運営している同実行委員会の功績は誠に
顕著で多大なものがあり、長年にわたる同実行委員会の活
動は他の模範となっています。

産業功労表彰 行田ゆく年くる年
　 実行委員会

功労の事績
　氏は、昭和58年に行田市議会議員
に初当選し、以来５期20年間の永
きにわたり市議会議員として地方自
治の振興発展に努めるとともに、市
民の声を市政に反映することに全力
を傾注しました。市議会議員在職中
は、監査委員、民生常任委員会委員
長、決算審査特別委員会副委員長、議会運営委員会副委員
長などの要職を歴任し、卓越した識見と誠実な人格をもっ
て、適切かつ円滑な議会運営に尽力するとともに、常に活
発な議会活動に努め、市民福祉の向上に寄与しました。
　議会活動外においても、日赤埼玉県支部行田地区運営協
議会委員、社会福祉協議会評議員、社会福祉協議会理事、
障害者計画策定委員会委員、高齢者保健福祉計画及び介護
保険事業計画策定委員会委員、市営住宅委員会委員として
市民生活に密着した住民福祉の向上を推進し、市民生活に
大きく貢献されました。
　また、公害問題協議会委員、資源リサイクル推進協議会
委員として公害対策やごみの減量化を通じて環境行政の充
実に努めるとともに、彩北広域清掃組合議会議員としてご
み処理の広域化の推進や可燃物焼却施設の適正な管理運営
にあたりました。さらに、氏は、融資審査委員、大学誘致
推進委員会委員、総合振興計画基本構想審査特別委員会副
委員長などの要職を歴任するなど、地方自治の発展に貢献
した功績は誠に多大なものがあります。

自治功労表彰

市 民 功 労

市川　一夫 氏
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自
治
会　
　
　
　
　
　
　
　

小
敷
田
自
治
会

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
三
門
井
自
治
会

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樋
上
区
自
治
会

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

満
願
自
治
会

　

納
税
貯
蓄
組
合
長　
　
　
　
　

齋
藤　

昌
久

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
村　

勝
己

　

納
税
貯
蓄
組
合　

荒
木
郷
地
納
税
貯
蓄
組
合

　

同　
　
　
　
　
　

北
河
原
上
納
税
貯
蓄
組
合

　

同　
　
　
　
　
　

小
針
台
組
納
税
貯
蓄
組
合

　

同　
　
　
　
　

下
須
戸
下
組
納
税
貯
蓄
組
合

　

同　
　
　
　
　
　

須
加
新
田
納
税
貯
蓄
組
合

　

同　
　
　
　
　
　

長
野
新
田
納
税
貯
蓄
組
合

　

同　
　
　
　
　
　
　
　

前
谷
納
税
貯
蓄
組
合

　

同　
　
　
　
　

真
名
板
堂
裏
納
税
貯
蓄
組
合

　

統
計
調
査
員　
　
　
　
　
　
　

有
賀
す
ゞ
代

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
中　

玉
代

　

た
ば
こ
小
売
組
合
役
員　
　
　

坂
本　

雄
誠

○
教
育
・
文
化
及
び
体
育
の
向
上
に
貢
献
さ
れ

　

た
方
及
び
団
体

　

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　
　

野　

春
江

　

地
区
体
育
協
会　
　
　

長
野
地
区
体
育
協
会

○
社
会
福
祉
の
増
進
に
貢
献
さ
れ
た
方

　

保
護
司　
　
　
　
　
　
　
　
　

島
田　

英
男

　

民
生
児
童
委
員　
　
　
　
　
　

千
代
田　

豊

　

元
老
人
ク
ラ
ブ
会
長　
　
　
　

安
久
井
昭
三

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
村　

五
郎

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
山　
　

茂

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
瀬
田　

保

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
島　

三
郎

　

老
人
ク
ラ
ブ
会
長　
　
　
　
　

青
柳　

彰
昌

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
渡　
　

榮

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
田
愛
三
郎

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
川　

武
男

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村　

英
子

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

串
田　

政
也

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
保
田
春
之
助

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　

雄

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
根　
　

實

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
川
健
二
郎

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
城　

照
美

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
口　
　
　

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
口　

仲
男

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見
澤　

利
行

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
田　
　

備

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
野　

渥
美

○
保
健
衛
生
の
改
善
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
方

　

地
区
衛
生
協
力
会
長　
　
　
　

大
木　

一
弘

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
山　
　

弘

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
喜
久
雄

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
橋　

絹
江

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
口　

信
次

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
田　

三
郎

　

保
健
協
力
会
保
健
協
力
員　
　

相
原
香
保
留

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
井　

清
子

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
畑　

豊
子

　

食
生
活
改
善
推
進
員　
　
　
　

大
澤　

律
子

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
島
百
合
子

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

細
谷　

昭
子

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺　

正
子

○
交
通
安
全
、
治
安
維
持
等
に
貢
献
さ
れ
た
方

　

交
通
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　
　

篠
塚　

喜
助

○
公
益
の
た
め
多
額
の
金
品
を
寄
附
さ
れ
た
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　
　

稔

○
そ
の
他
特
に
表
彰
に
値
す
る
方
及
び
団
体

　

小
説
「
の
ぼ
う
の
城
」
誕
生
に
貢
献　

圡
田　

真
弘

　

小
惑
星
の
発
見
・
命
名

　

命
名　

ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ　
　
　

早
川　

修
司

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
置　
　

努

　

命
名　

忍
城　
　
　
　
　
　
　

森　
　
　

弘

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
井　
　

優

　

ホ
タ
ル
鑑
賞
会
開
催　
　

古
代
蓮
の
里　

ホ
タ
ル
の
会

○
公
益
の
た
め
金
品
を
寄
附
さ
れ
た
方
及
び
団

　

体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
口　

晋
一
・
菊
枝

　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
ね
や
足
袋
株
式
会
社

　
　
　
　
　

東
京
ガ
ス
株
式
会
社　

熊
谷
支
社

　

 

感
謝
状
贈
呈

　
　
　
　

  　
（
順
不
同
、
敬
称
略
）

「古代蓮」を新たに
市の花に指定しました
　市の花「キク」は市制施行25周年である昭和49
年に市民の皆さんの投票結果に基づき、市の木「イ
チョウ」とともに指定し、現在では、市のシンボル
の花として多くの市民に親しまれています。一方、
本市の天然記念物に指定されている古代蓮自生地の
隣接地には、この蓮をテーマにした公園「古代蓮の
里」を整備し、毎年開花時期には市内外から多くの
方々にご来園いただいています。
　このほど、市制施行60周年記念事業の一環とし
て、市の花の選定が位置づけられ、市民の皆さんへ
のアンケート調査結果などを基に、11月３日に開
催した市制施行60周年・文化の日記念式典におい
て、「古代蓮」を市の花に指定しました。
　今後は、従来からの市の花「キク」とともにＰＲ
に努め、本市のまちづくりや観光の活性化につなげ
ていきます。
▶問い合わせ　企画政策課企画担当（内線308）
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叙
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▼
内
容　

行
田
都
市
計
画
火
葬
場
の
変
更
（
行

田
市
決
定
）
に
つ
い
て　

※
駐
車
場
の
拡
張
に
伴
い
、
面
積
を
約
０
・
７

　

ha
か
ら
約
１
・
０
４
ha
に
変
更
す
る
も
の

▼
縦
覧
期
間　

12
月
11
日
㈮
～
25
日
㈮　

午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）

▼
縦
覧
場
所　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

こ
の
都
市
計
画
案
に
ご
意
見
の
あ
る
方
は
、
意

見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
意
見
書
の
提
出　

意
見
書
を
12
月
11
日
㈮
～

25
日
㈮
（
必
着
）
に
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
ま

ち
づ
く
り
推
進
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
意
見
書
を
提
出
で
き
る
方
は
、
市
内
在
住
の

　

方
ま
た
は
利
害
関
係
者
で
す
。

※
意
見
書
の
様
式
は
、
縦
覧
場
所
に
用
意
し
て

　

あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

同
課
計
画
担
当
（
内
線
３
５

５
・
３
５
９
）

　

市
で
は
、
公
園
の
美
化
、
ご
み
の
減
量
化
の

た
め
、
試
験
的
に
市
内
公
園
の
ご
み
箱
を
順
次

撤
去
し
て
い
ま
す
。
来
園
の
際
に
出
た
ご
み
は

持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
環
境
美
化
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
公
園
担

当
（
内
線
３
５
４
）

　

平
成
21
年
工
業
統
計
調
査
を
12
月
31
日
を
調

査
期
日
と
し
て
行
い
ま
す
。

　

調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
12
月
か
ら
来

年
１
月
に
か
け
て
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
に
つ
い

て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま

す
の
で
、
正
確
な
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

企
画
政
策
課
統
計
担
当
（
内

線
３
１
０
）

   

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ん
へ

　
　
　

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

  

都
市
計
画
案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す

 

公
園
の
ご
み
箱
の
撤
去
に
ご
理
解
を

　

こ
の
ほ
ど
、
秋
の
叙
勲
の
受
章
が
発
表

さ
れ
、
行
田
市
か
ら
は
近
藤
徹
氏（
73
歳
）

が
瑞
宝
重
光
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

秋
の
叙
勲

秋
の
叙
勲

近藤　徹 氏

　市では、将来にわたって魅力あるまちづくりを進めるた
めに、本市の目標や目指すべき姿を体系的に示す新たな総
合振興計画（計画期間：平成23年度～平成32年度）の策
定作業を進めています。
　このたび、この計画の策定に際し、市長の諮問に応じて
必要な調査および審議をいただく「行田市総合振興計画審
議会」を設置するにあたり、公募委員を募集します。

▶職　　務　審議会（主に平日昼間の開催）において、総
合振興計画策定に関する事項について審議し
ていただきます。

▶応募資格　満20歳以上で市内在住、在勤または在学の方。
ただし、次に掲げる方は応募できません。

　　　　　 （１）すでに本市の審議会や委員会の委員の職
　　　　　　　　 にある方
　　　　　 （２）市職員および市議会議員
▶募集人員　２人
▶任　　期　委員委嘱の日から当該諮問に係る審議が終了

するまで（平成22年１月～平成23年３月を予定）
▶応募方法 「これからのまちづくりと市民の役割」をテー

マにしたレポート（様式自由・800字程度）
と、住所、氏名、年齢、性別、職業、電話番
号を記入した書類を12月22日（火）（必着）
までに直接または郵送で提出してください。
（〒361－8601 行田市本丸２－５ 行田市
企画政策課企画担当）

▶選考方法　レポートを参考に選考し、結果は全員に通知
します。

▶問い合わせ　同課企画担当（内線311）

行田市総合振興計画審議会の委員を募集します

　市では、社会経済情勢の変化に対応した簡素で効率的な
市政の推進にあたり、行田市行政改革推進委員会を設置し
ています。この委員会は、市長からの諮問を受け、本市の
行政改革の推進に関する事項を調査審議する機関です。
　このたび、行政改革に市民の皆さんの意見を反映させる
ため、委員会の委員を募集します。

▶応募資格　満20歳以上で市内在住、在勤または在学の
方。ただし、次に掲げる方は応募できません。

　　　　　 （１）すでに本市の審議会や委員会の委員の職
　　 にある方

　　　　　 （２）市職員および市議会議員
▶募集人員　２人
▶任　　期　委員委嘱の日から２年間
▶応募方法 「行政改革についての私の考え」をテーマにし

たレポート（様式自由・800字程度）と、住
所、氏名、年齢、性別、職業、電話番号を
記入した書類を12月25日（金）（必着）ま
でに直接または郵送で提出してください。
（〒361－8601 行田市本丸２－５ 行田市
企画政策課改革推進担当）

▶選考方法　レポートを参考に選考し、結果は全員に通知
します。

▶問い合わせ　同課改革推進担当（内線309）

行田市行政改革推進委員会の委員を募集します
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所
得
税
お
よ
び
住
民
税
の
障
害
者
控
除
を
受

け
る
た
め
に
は
、
身
体
障
害
、
精
神
障
害
、
知

的
障
害
な
ど
に
よ
り
各
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
こ
と
が
原
則
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
な
く
て
も
、
市
が
発
行
す
る

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
に
よ
り
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
認
定
書
は
、
申
請
に
基
づ
き
、
対
象
者

が
次
の
い
ず
れ
か
の
状
態
で
あ
る
と
確
認
で
き

た
場
合
に
発
行
し
て
い
ま
す
。

・
65
歳
以
上
で
、
身
体
障
害
者
お
よ
び
知
的
障

　

害
者
な
ど
に
準
ず
る
状
態
。

・
６
カ
月
以
上
ね
た
き
り
で
あ
り
、
か
つ
食
事
、

　

排
せ
つ
な
ど
の
日
常
生
活
に
支
障
の
あ
る
状
態
。

▼
問
い
合
わ
せ　

高
齢
者
福
祉
課
介
護
認
定
担

当
（
内
線
２
６
９
）
ま
た
は
福
祉
課
障
害
福
祉

担
当
（
内
線
２
６
５
）

　

市
で
は
、「
行
田
市
障
害
者
計
画
」
の
進
行
管

理
を
行
う
機
関
を
設
置
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
計

画
の
進
行
状
況
を
管
理
確
認
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
委
員
会
の
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
満
18
歳

以
上
の
方
。
た
だ
し
、
応
募
日
現
在
、
本
市
付

属
機
関
の
委
員
の
職
に
あ
る
方
、
市
職
員
、
市

議
会
議
員
、
福
祉
に
関
す
る
委
員
会
な
ど
の
委

員
経
験
者
は
除
き
ま
す
。

▼
募
集
人
員　

２
人

▼
任
期　

平
成
21
年
度
～
平
成
22
年
度

▼
応
募
方
法　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
、
応
募
理
由（
２
０
０
字
以
内
）を
記
入
し
た

書
類（
様
式
自
由
）を
12
月
21
日
㈪（
必
着
）ま

で
に
直
接
ま
た
は
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
〒
３
６
１―
８
６
０
１
行
田
市
本
丸
２―

５ 

行
田
市
福
祉
課
障
害
福
祉
担
当
）

▼
選
考
方
法　

書
類
選
考
の
う
え
決
定
し
、
結

果
は
応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

同
課
障
害
福
祉
担
当
（
内
線

２
６
５
・
２
６
６
）

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
65
歳
か
ら

74
歳
の
方
が
お
持
ち
の
、
特
定
健
康
診
査
受
診

券
の
有
効
期
限
は
12
月
31
日
㈭
ま
で
で
す
。
有

効
期
限
が
間
近
と
な
っ
て
か
ら
の
受
診
は
大
変

混
み
合
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
予
約
し
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課
国
保
担
当
（
内

線
２
７
１
・
２
７
２
・
２
７
３
）

  

「
行
田
市
障
害
者
計
画
」
進
行
管
理

　

    

委
員
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す

　

ご
存
じ
で
す
か　

　
　

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書

  

特
定
健
康
診
査
の
受
診
は
お
早
め
に

　市では、すべての市民が住み慣れた地域や家庭において、健
康でいきいきとした生活を送ることができるように、近隣住民
らによる支えあいのボランティア事業「行田市いきいき・元気
サポート制度」を平成22年１月から開始します。
　これにより、日常生活において支援が必要な高齢者、障害者
などの方に対し、いきいき・元気サポーター（有償ボランティ
ア）として登録された方々による支援として、見守り、家事援
助などのサービスを提供します。　　　　　　　　　

▶支援内容　見守り、掃除片付け、電球交換、洗濯、調理、ご
み出し、草取り、書類の作成、買い物支援など

▶費　　用　30分350円（事前に利用券を購入してください）
▶申込方法　所定の申請書に必要事項を記入し、行田市社会福

祉協議会、または活動団体（ＮＰＯ法人さくらメイト：秩父
鉄道東行田駅前）へ直接提出してください。なお、申請書
は、高齢者福祉課、行田市社会福祉協議会、ＮＰＯ法人さく
らメイトに用意してあるほか、市ホームページからダウン
ロードできます。

▶そ の 他　利用に際しては、行田市社会福祉協議会の職員が
事前に訪問し、制度およびサービス内容を説明します。また、
いきいき・元気サポーターとして活動していただける方も募集
しています。

▶問い合わせ　行田市社会福祉協議会☎557―5400または高
齢者福祉課高齢福祉担当（内線223・278）

ご利用ください
いきいき・元気サポーター制度

国民健康保険に加入している皆さんへ
　国民健康保険の加入世帯が、平成20年４月から平成21年７
月31日までに支払った医療保険と介護保険の自己負担額（食
費、居住費、差額ベッド代などは対象外）が一定の基準額を超
えた場合、基準額を超えた金額が高額医療・高額介護合算療養
費として支給されます。
　該当する世帯には、平成22年1月上旬に申請書を郵送しますの
で、平成22年１月29日（金）までに保険年金課へ申請してください。
　なお、次の方は転居前の市町村や、以前加入していた医療保
険の窓口への手続きが必要となります。
　平成20年４月から平成21年７月31日までの間に
　・市町村を越えて転居された方
　・他の医療保険から移られた方
　※後期高齢者医療制度に加入している皆さんについては、同
　　様の制度がありますが、詳細が決まり次第お知らせします。
▶問い合わせ　保険年金課国保担当（内線273）

社会保険などに加入している皆さんへ
　高額医療・高額介護合算療養費の支給申請をされる方は、
「自己負担額証明書」の添付が必要となります。「自己負担
額証明書」の申請は高齢者福祉課で受け付けています。
　なお、高額医療・高額介護合算療養費の支給申請手続きは、
加入している各医療保険組合に問い合わせください。
▶「自己負担額証明書」の申請に持参するもの
　・印鑑
　・身分を証明できるもの
▶その他　自己負担額証明書は後日郵送でお届けします。
▶問い合わせ　高齢者福祉課介護保険担当(内線277)

高額医療・高額介護合算療養費が支給されます
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新
年
の
市
報
ぎ
ょ
う
だ
１
月
号
は
、
１
月
４

日
㈪
に
各
自
治
会
長
宅
ま
た
は
配
布
役
員
宅
へ

配
布
し
ま
す
。

　

な
お
、
１
月
４
日
㈪
か
ら
市
役
所
、
南
河
原

支
所
で
、
１
月
５
日
㈫
か
ら
は
各
公
民
館
で
も

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

広
報
広
聴
課
広
報
広
聴
担
当

（
内
線
３
１
８
）

  ｢

世
界
人
権
宣
言｣

は
昭
和
23
年（
１
９
４
８
）

に
国
際
連
合
で
採
択
さ
れ
、
こ
れ
を
記
念
し
て

国
際
連
合
は
12
月
10
日
を
「
人
権
デ
ー
」
と
定

め
ま
し
た
。

　

こ
の
人
権
デ
ー
を
最
終
日
と
す
る
一
週
間

（
12
月
４
日
～
10
日)

を
「
人
権
週
間
」
と
定

め
、
法
務
省
や
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
関
係
機
関

や
団
体
の
協
力
を
得
て
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
人
権
問
題
や
日
常
生
活
全
般
に
つ

い
て
の
相
談
所
を
毎
月
１
回
開
設
し
て
い
ま
す

が
、
人
権
週
間
に
あ
わ
せ
、
人
権
擁
護
委
員
全

員
（
８
人
）
に
よ
る
特
設
の
人
権
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。

▼
日
時　

12
月
９
日
㈬
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
場
所　

忍
・
行
田
公
民
館
ホ
ー
ル

▼
相
談
機
関　

人
権
擁
護
委
員
協
議
会
行
田
部
会

▼
問
い
合
わ
せ　

人
権
推
進
課（
内
線
２
２
１
）

　

平
成
18
年
に
「
拉
致
問
題
そ
の
他
北
朝
鮮
当

局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
に
関
す
る

法
律
」
が
制
定
施
行
さ
れ
、
こ
の
啓
発
週
間
が

定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

拉
致
問
題
の
実
態
は
、
い
ま
だ
解
明
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
拉
致
を
さ
れ
た
家
族
に
と
っ
て

一
日
も
早
い
解
決
が
強
く
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
の
週
間
を
機
に
拉
致

問
題
に
対
す
る
関
心
を
よ
り
一
層
高
め
て
い
た

だ
き
、
問
題
が
解
決
す
る
よ
う
ご
支
援
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

人
権
推
進
課（
内
線
２
２
１
）

ま
た
は
埼
玉
県
社
会
福
祉
課
援
護
恩
給
担
当
☎

０
４
８―

８
３
０―

３
２
７
７

第
３
期
納
期
限　

12
月
25
日
㈮

　

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
の
期
限
内
納
付

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
期
限
内
納
付
が

困
難
な
場
合
は
、
納
付
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
納
付
に
は
、
支
払
い
に
便
利
な
口
座
振
替

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

下
水
道
課
業
務
担
当
（
前
谷

１―

１
・
水
道
庁
舎
内
）☎
５
６
４―

０
３
０
３

   
市
報
ぎ
ょ
う
だ
１
月
号
は

　
　
　

  

１
月
４
日
に
配
布
し
ま
す

   

人
権
週
間
に
あ
わ
せ
特
設
の

　
　
　

人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

   

12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で

　

 ｢

拉
致
問
題
を
考
え
る
週
間
」で
す

　

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
の

　
　
　
　
　
　

納
付
を
お
忘
れ
な
く

税金の納め忘れはありませんか
　市では、皆さんに納めていただいた税金により、快適で住み良いまちづくりを行っています。市民
税や固定資産税などの市税は、皆さんの生活に密着した行政サービスを推進するために欠かすことの
できない重要な財源です。
　税金を納め忘れている方は、早めの納付をお願いします。

納め忘れると…　
　市税は納期内に納めていただくことが原則です。地方税法では、督促状発送日から起算して10日を経過した日
までに納付がない場合、財産などの差押えをしなければならないとされています。
　市では、納期内に納税されている多くの方との公正・公平性を確保するため、差押えなどの滞納処分を強化して
います。悪意はなく、うっかり納め忘れた場合でも、法に基づく差押えなどの滞納処分を執行することになります。

納税相談はお早めに
　病気・失業・災害などのやむを得ない特別な事情で納税することが困難な方は、お早めに納税相談にお越しくだ
さい。税務課（12番窓口）では、市役所の通常業務時間内に来庁できない方のために、毎週火曜日および日曜日
に納税・相談窓口を開設していますので、どうぞご利用ください。
 【夜間納税・相談窓口】毎週火曜日 午後7時まで（祝日を除く）
 【休日納税・相談窓口】毎週日曜日 午前8時30分～正午
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 上記以外にも次のとおり年末夜間・休日納税・相談窓口を開設します
  【夜間納税・相談窓口】12月21日（月）・24日（木）・25日（金）午後5時15分～7時
  【休日納税・相談窓口】12月27日（日）正午～午後5時15分

▶問い合わせ　税務課収納担当（内線236・237）
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①
調
査
対
象　

市
内
に
在
住
す

　

る
満
20
歳
以
上
の
男
女

②
調
査
人
数　

３
千
人（
無
作

　

為
抽
出
）

③
有
効
票
数　

１
千
６
７
５
票

④
調
査
方
法　

調
査
票
を
郵
送

　

の
う
え
、
記
入
後
に
返
送

⑤
調
査
期
間　

平
成
21
年
7
月

　

8
日
～
22
日

市
民
意
識
調
査
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

市
民
意
識
調
査
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

　

市
で
は
、
7
月
に
市
民
意
識
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
調
査
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
行
田
市
に
対
し
て
普
段
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
を

把
握
し
、
各
種
行
政
施
策
の
基
礎
資
料
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
っ

た
も
の
で
す
。
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、市
民
意
識
調
査
の
結
果
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

調

査

の

概

要

質問：行田市の住み心地はいかがですか。

結果：まちの住み心地は、「住みよい」、「どちらかといえば
住みよい」と回答した『肯定派』が44.6％と、『否
定派』（「住みにくい」、「どちらかといえば住みにく
い」と回答した人の割合）の16.1％より28.5ポイン
ト上回っています。

住みよい
18.9％
住みよい
18.9％

どちらかと
いえば住みよい

25.7％

どちらかと
いえば住みよい

25.7％
ふつう
34.8％
ふつう
34.8％

どちらかと
いえば

住みにくい
12.6％

住みにくい
3.5％

無回答
4.6％

ある程度
住み続けたい
19.9％

ある程度
住み続けたい
19.9％

移転したい
5.9％

どちらとも
いえない
15.1％

無回答
10.6％
無回答
10.6％

一生住み
続けたい
48.5％

一生住み
続けたい
48.5％

信頼できる
13.9％

信頼できる
13.9％

まあまあ
信頼できる
50.2％

まあまあ
信頼できる
50.2％

あまり信頼
できない
19.7％

あまり信頼
できない
19.7％

無回答
11.9％
無回答
11.9％

信頼
できない
4.4％

手紙や電子
メールで意見を
述べたい
11.5％

市役所、議会や
専門家に一任
したい
18.2％

電話したり、
市役所に
行ったり
して意見を
述べたい
6.3％

関心がない
20.7％

関心がない
20.7％

その他
2.7％

市の説明会や
懇談会に参加
して意見を
述べたい
6.3％

自治会や各種
団体を活用して
意見を述べたい

11.6％

市政を考える
集まりや組織に
参加したい
11.3％

無回答
11.4％
無回答
11.4％

費用は出来る
だけ掛けず
行政の責任で
進める
40.1％

費用は出来る
だけ掛けず
行政の責任で
進める
40.1％

費用は掛かっても
行政の責任で進める

6.7％

市民や民間と協働
で事業を進める

26.1％

市民や民間と協働
で事業を進める

26.1％

市民や民間で
出来る事業は
まかせて
進める
16.6％

その他
1.3％

無回答
9.3％
無回答
9.3％

質問：今後も行田市に住み続けたいとお考えですか。

結果：今後の居住意向は、「一生住み
続けたい」が48.5％と最も多
く、「ある程度住み続けたい」
19.9％、「どちらともいえな
い」15.1％、「移転したい」
5.9％となっています。「一
生住み続けたい」と「ある程
度住み続けたい」をあわせた
『居住継続派』は68.4％と
なっています。

住みよい
18.9％
住みよい
18.9％

どちらかと
いえば住みよい

25.7％

どちらかと
いえば住みよい

25.7％
ふつう
34.8％
ふつう
34.8％

どちらかと
いえば

住みにくい
12.6％

住みにくい
3.5％

無回答
4.6％

ある程度
住み続けたい
19.9％

ある程度
住み続けたい
19.9％

移転したい
5.9％

どちらとも
いえない
15.1％

無回答
10.6％
無回答
10.6％

一生住み
続けたい
48.5％

一生住み
続けたい
48.5％

信頼できる
13.9％

信頼できる
13.9％

まあまあ
信頼できる
50.2％

まあまあ
信頼できる
50.2％

あまり信頼
できない
19.7％

あまり信頼
できない
19.7％

無回答
11.9％
無回答
11.9％

信頼
できない
4.4％

手紙や電子
メールで意見を
述べたい
11.5％

市役所、議会や
専門家に一任
したい
18.2％

電話したり、
市役所に
行ったり
して意見を
述べたい
6.3％

関心がない
20.7％

関心がない
20.7％

その他
2.7％

市の説明会や
懇談会に参加
して意見を
述べたい
6.3％

自治会や各種
団体を活用して
意見を述べたい

11.6％

市政を考える
集まりや組織に
参加したい
11.3％

無回答
11.4％
無回答
11.4％

費用は出来る
だけ掛けず
行政の責任で
進める
40.1％

費用は出来る
だけ掛けず
行政の責任で
進める
40.1％

費用は掛かっても
行政の責任で進める

6.7％

市民や民間と協働
で事業を進める

26.1％

市民や民間と協働
で事業を進める

26.1％

市民や民間で
出来る事業は
まかせて
進める
16.6％

その他
1.3％

無回答
9.3％
無回答
9.3％

質問：男女共同参画社会の実現のためには何が重要だとお考えですか。（複数回答）

結果：男女共同参画社会の実現のため
に重要なことは、「誰もが安
心して暮らせる環境や条件の整
備」（49.4％）と「男女の職
業生活と家庭・地域生活の両立
の支援」（42.4％）が40％台
と最も多く、ついで「学校教育
における男女平等教育の推進」
（33.9％）、「保育環境を充実
させる」（25.4％）となってい
ます。

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

学校教育における男女平等教育の推進

男女の職業生活と家庭・地域生活の両立の支援
誰もが安心して暮らせる環境や条件の整備

保育環境を充実させる

女性を政策立案・方針決定の場に積極的に登用する

女性に対するあらゆる暴力の根絶
地域活動やボランティア活動への支援を行う
セミナーなどで男女平等について学ぶ機会を増やす

その他

無回答

（％）

33.9

42.4

49.425.4

18.8

10.1
9.7

16.2

2.3
16.2

33.9

42.4

49.425.4

18.8

10.1
9.7

16.2

2.3
16.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0
（％）

歴史・文化や自然を生かしたまち

観光資源を生かした観光振興のまち

商業や産業が発展し、経済活動が盛んなまち

生活環境の整ったまち

教育・文化の充実したまち

社会福祉の充実したまち

その他

無回答

29.1

10.8

36.6

45.5

13.7

48.2

1.4

2.8

29.1

10.8

36.6

45.5

13.7

48.2

1.4

2.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0
（％）

現在の収集回数・分別方法でよい

収集回数を増やしたほうがよい

収集回数を減らしたほうがよい

もっと細かく分別したほうがよい

分別の種類を減らしたほうがよい

ごみの有料化を検討したほうがよい

その他

無回答

55.041.8

6.1

11.6

11.1

9.4

3.9

4.5

55.041.8

6.1

11.6

11.1

9.4

3.9

4.5
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質問：行政への信頼度についてどんな印象を持って
　　　いますか

結果：行政への信頼度は、「信頼できる」と「まあまあ信
頼できる」を合わせた『信頼派』は64.1％、「あ
まり信頼できない」と「信頼できない」を合わせ
た『非信頼派』は24.1％となっています。

住みよい
18.9％
住みよい
18.9％

どちらかと
いえば住みよい

25.7％

どちらかと
いえば住みよい

25.7％
ふつう
34.8％
ふつう
34.8％

どちらかと
いえば

住みにくい
12.6％

住みにくい
3.5％

無回答
4.6％

ある程度
住み続けたい
19.9％

ある程度
住み続けたい
19.9％

移転したい
5.9％

どちらとも
いえない
15.1％

無回答
10.6％
無回答
10.6％

一生住み
続けたい
48.5％

一生住み
続けたい
48.5％

信頼できる
13.9％

信頼できる
13.9％

まあまあ
信頼できる
50.2％

まあまあ
信頼できる
50.2％

あまり信頼
できない
19.7％

あまり信頼
できない
19.7％

無回答
11.9％
無回答
11.9％

信頼
できない
4.4％

手紙や電子
メールで意見を
述べたい
11.5％

市役所、議会や
専門家に一任
したい
18.2％

電話したり、
市役所に
行ったり
して意見を
述べたい
6.3％

関心がない
20.7％

関心がない
20.7％

その他
2.7％

市の説明会や
懇談会に参加
して意見を
述べたい
6.3％

自治会や各種
団体を活用して
意見を述べたい

11.6％

市政を考える
集まりや組織に
参加したい
11.3％

無回答
11.4％
無回答
11.4％

費用は出来る
だけ掛けず
行政の責任で
進める
40.1％

費用は出来る
だけ掛けず
行政の責任で
進める
40.1％

費用は掛かっても
行政の責任で進める

6.7％

市民や民間と協働
で事業を進める

26.1％

市民や民間と協働
で事業を進める

26.1％

市民や民間で
出来る事業は
まかせて
進める
16.6％

その他
1.3％

無回答
9.3％
無回答
9.3％

質問：市政への参加についてどのようにお考えですか。

結果：市政への参加については、「自治会や各種団体を活用
して意見を述べたい」や「手紙や電子メールで意見
を述べたい」など何らかの形で参加や意見を述べた
いと考える人が約半数となっています。一方、「関
心がない」と「市役所、議会や専門家に一任した
い」とする人は38.9％となっています。

住みよい
18.9％
住みよい
18.9％

どちらかと
いえば住みよい

25.7％

どちらかと
いえば住みよい

25.7％
ふつう
34.8％
ふつう
34.8％

どちらかと
いえば
住みにくい
12.6％

住みにくい
3.5％

無回答
4.6％

ある程度
住み続けたい
19.9％

ある程度
住み続けたい
19.9％

移転したい
5.9％

どちらとも
いえない
15.1％

無回答
10.6％
無回答
10.6％

一生住み
続けたい
48.5％

一生住み
続けたい
48.5％

信頼できる
13.9％

信頼できる
13.9％

まあまあ
信頼できる
50.2％

まあまあ
信頼できる
50.2％

あまり信頼
できない
19.7％

あまり信頼
できない
19.7％

無回答
11.9％
無回答
11.9％

信頼
できない
4.4％

手紙や電子
メールで意見を
述べたい
11.5％

市役所、議会や
専門家に一任
したい
18.2％

電話したり、
市役所に
行ったり
して意見を
述べたい
6.3％

関心がない
20.7％

関心がない
20.7％

その他
2.7％

市の説明会や
懇談会に参加
して意見を
述べたい
6.3％

自治会や各種
団体を活用して
意見を述べたい

11.6％

市政を考える
集まりや組織に
参加したい
11.3％

無回答
11.4％
無回答
11.4％

費用は出来る
だけ掛けず
行政の責任で
進める
40.1％

費用は出来る
だけ掛けず
行政の責任で
進める
40.1％

費用は掛かっても
行政の責任で進める

6.7％

市民や民間と協働
で事業を進める

26.1％

市民や民間と協働
で事業を進める

26.1％

市民や民間で
出来る事業は
まかせて
進める
16.6％

その他
1.3％

無回答
9.3％
無回答
9.3％

　

こ
の
た
び
、
平
成
21
年
度
行
田
市
民
意

識
調
査
の
報
告
書
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
概
要
版
を
無
料
で
配
布
し
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
、
広
報
広
聴
課
ま
た
は
市

政
情
報
コ
ー
ナ
ー
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
配
布
は
無
く
な
り
次
第
終
了
と

し
、
内
容
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

広
報
広
聴
課
広
報
広
聴

担
当
（
内
線
３
１
８
）

質問：今後の行政運営について、どのような方向が
　　　望ましいと思いますか。

結果：今後の行政運営について望ましいと思う方向に
ついては、46.8％が『行政の責任で進める』と
しています。一方、「市民や民間と協働で事業を
進める」は26.1％、「市民や民間で出来る事業
はまかせて進める」は16.6％となっています。

住みよい
18.9％
住みよい
18.9％

どちらかと
いえば住みよい

25.7％

どちらかと
いえば住みよい

25.7％
ふつう
34.8％
ふつう
34.8％

どちらかと
いえば
住みにくい
12.6％

住みにくい
3.5％

無回答
4.6％

ある程度
住み続けたい
19.9％

ある程度
住み続けたい
19.9％

移転したい
5.9％

どちらとも
いえない
15.1％

無回答
10.6％
無回答
10.6％

一生住み
続けたい
48.5％

一生住み
続けたい
48.5％

信頼できる
13.9％

信頼できる
13.9％

まあまあ
信頼できる
50.2％

まあまあ
信頼できる
50.2％

あまり信頼
できない
19.7％

あまり信頼
できない
19.7％

無回答
11.9％
無回答
11.9％

信頼
できない
4.4％

手紙や電子
メールで意見を
述べたい
11.5％

市役所、議会や
専門家に一任
したい
18.2％

電話したり、
市役所に
行ったり
して意見を
述べたい
6.3％

関心がない
20.7％

関心がない
20.7％

その他
2.7％

市の説明会や
懇談会に参加
して意見を
述べたい
6.3％

自治会や各種
団体を活用して
意見を述べたい

11.6％

市政を考える
集まりや組織に
参加したい
11.3％

無回答
11.4％
無回答
11.4％

費用は出来る
だけ掛けず
行政の責任で
進める
40.1％

費用は出来る
だけ掛けず
行政の責任で
進める
40.1％

費用は掛かっても
行政の責任で進める

6.7％

市民や民間と協働
で事業を進める

26.1％

市民や民間と協働
で事業を進める

26.1％

市民や民間で
出来る事業は
まかせて
進める
16.6％

その他
1.3％

無回答
9.3％
無回答
9.3％

  

平
成
21
年
度
行
田
市
民
意
識
調
査

    

報
告
書
概
要
版
を
差
し
上
げ
ま
す

質問：行田市が、将来どんなまちになったらよいと
　　　お考えですか。（複数回答）

結果：行田市の将来像は、「社会福祉の充実したま
ち」（48.2％）と「生活環境の整ったまち」
（45.5％）の2つをあげる人が半数近くを占め
ています。ついで、「商業や産業が発展し、経済
活動が盛んなまち」（36.6％）、「歴史・文化や自
然を生かしたまち」（29.1％）となっています。

質問：市のごみ収集体制（収集回数や分別方法など）
　　　についてどのようにお考えですか。（複数回答）

結果：ごみの収集回数について、「現在の収集回数・分別
方法でよい」が55.0％で最も多いですが、「収集
回数を増やしたほうがよい」とする人も41.8％に
のぼっています。

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

学校教育における男女平等教育の推進

男女の職業生活と家庭・地域生活の両立の支援
誰もが安心して暮らせる環境や条件の整備

保育環境を充実させる

女性を政策立案・方針決定の場に積極的に登用する

女性に対するあらゆる暴力の根絶
地域活動やボランティア活動への支援を行う
セミナーなどで男女平等について学ぶ機会を増やす

その他

無回答

（％）

33.9

42.4

49.425.4

18.8

10.1
9.7

16.2

2.3
16.2

33.9

42.4

49.425.4

18.8

10.1
9.7

16.2

2.3
16.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0
（％）

歴史・文化や自然を生かしたまち

観光資源を生かした観光振興のまち

商業や産業が発展し、経済活動が盛んなまち

生活環境の整ったまち

教育・文化の充実したまち

社会福祉の充実したまち

その他

無回答

29.1

10.8

36.6

45.5

13.7

48.2

1.4

2.8

29.1

10.8

36.6

45.5

13.7

48.2

1.4

2.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0
（％）

現在の収集回数・分別方法でよい

収集回数を増やしたほうがよい

収集回数を減らしたほうがよい

もっと細かく分別したほうがよい

分別の種類を減らしたほうがよい

ごみの有料化を検討したほうがよい

その他

無回答

55.041.8

6.1

11.6

11.1

9.4

3.9

4.5

55.041.8

6.1

11.6

11.1

9.4

3.9

4.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

学校教育における男女平等教育の推進

男女の職業生活と家庭・地域生活の両立の支援
誰もが安心して暮らせる環境や条件の整備

保育環境を充実させる

女性を政策立案・方針決定の場に積極的に登用する

女性に対するあらゆる暴力の根絶
地域活動やボランティア活動への支援を行う
セミナーなどで男女平等について学ぶ機会を増やす

その他

無回答

（％）

33.9

42.4

49.425.4

18.8

10.1
9.7

16.2

2.3
16.2

33.9

42.4

49.425.4

18.8

10.1
9.7

16.2

2.3
16.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0
（％）

歴史・文化や自然を生かしたまち

観光資源を生かした観光振興のまち

商業や産業が発展し、経済活動が盛んなまち

生活環境の整ったまち

教育・文化の充実したまち

社会福祉の充実したまち

その他

無回答

29.1

10.8

36.6

45.5

13.7

48.2

1.4

2.8

29.1

10.8

36.6

45.5

13.7

48.2

1.4

2.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0
（％）

現在の収集回数・分別方法でよい

収集回数を増やしたほうがよい

収集回数を減らしたほうがよい

もっと細かく分別したほうがよい

分別の種類を減らしたほうがよい

ごみの有料化を検討したほうがよい

その他

無回答

55.041.8

6.1

11.6

11.1

9.4

3.9

4.5

55.041.8

6.1

11.6

11.1

9.4

3.9

4.5
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ
が
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
新
た
に
、
授

乳
室
や
娯
楽
室
、
市
民
公
益
活
動
情
報
コ
ー
ナ

ー
、
駐
車
場
な
ど
を
設
け
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

よ
り
利
用
し
や
す
い
施
設
と
な
り
ま
し
た
。
市

民
公
益
活
動
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
あ
ら
か
じ

め
市
に
登
録
し
て
い
る
市
民
公
益
活
動
団
体
の

情
報
を
は
じ
め
、
市
民
公
益
活
動
に
関
す
る
情

報
を
掲
示
し
て
い
ま
す
。

　

新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
み
ず
し
ろ
を
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

生
活
課
市
民
活
動
担
当
（
内

線
２
５
１
・
２
５
２
）

   

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

み
ず
し
ろ
が

　
　

 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

   

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

み
ず
し
ろ
が

　
　

 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

部門 区　　分 スタート時間 参加料

ハーフ

男子39歳以下の部（高校生含む）

午前9時30分

3,000円
高校生

1,500円

男子40歳代の部　

男子50歳以上の部　

女子39歳以下の部（高校生含む）

女子40歳以上の部　

10km

高校生男子の部

午前9時10分

男子39歳以下の部

男子40歳代の部

男子50歳代の部

男子60歳以上の部

女子39歳以下の部（高校生含む）

女子40歳以上の部　

 5km

男子39歳以下の部（中・高校生含む）

午前10時10分
3,000円
中・高校生
1,500円

男子40歳以上の部

女子39歳以下の部（中・高校生含む）

女子40歳以上の部　

3.4km 中学生の部 午前10時 500円

 1km

小学6年生男子の部

午前8時50分

400円

小学5年生男子の部

小学4年生男子の部

小学6年生女子の部

午前9時
小学5年生女子の部

小学4年生女子の部

ジョギング

（　　　 ）

▶日　　時　４月 4 日（日）雨天決行　
　　　　　　午前７時～８時30分受付　
　　　　　　午前８時10分開会
▶場　　所　古代蓮の里からさきたま古墳公園を含む周回コース

※区分は大会日を基準とし、小・中・高校生はそれぞれ進級学年とする。
　（例）小学6年生で卒業式を終えた生徒は中学１年生とする。

（　　　 ）

▶制限時間　ハーフの部は2時間30分、10㎞の部は1時間30分、
5㎞の部は40分（いずれもゴール地点）※ハーフは、9㎞地点
（スタートから1時間5分）、16㎞地点（スタートから１時間
55分）で通過制限時間を設定しますので、制限時間後は交通規
制を解除するためレースの継続はできません。

▶表彰　各部門1位～10
位に賞状、賞品（ジョ
ギングの部を除く）

※完走者には、完走記録
証を即日発行

▶申込方法
 【スポーツ振興課へ持

参】所定の用紙に記入
のうえ、参加料を添え
て申し込みください。

 【 振 替 払 込 】 所 定 の
「払込取扱票」をすべ
て記入のうえ、最寄り
のゆうちょ銀行・郵便
局で参加料を添えて申
し込みください。

 （必ず１人１枚使用の
こと）※振込手数料として120円(ＡＴＭの場合は80円)がかか
ります。

 【インターネット】次のホームページで申し込みできます。参加
料はコンビニエンスストア（セブンイレブン、ファミリーマー
ト、ローソン、ミニストップ、デイリーヤマザキ、サークルＫ
サンクス、セイコーマート）もしくはクレジットカードでの支
払いとなります。

スポーツエントリーに関する問い合わせ
　☎0985-35-8665 
　http://www.sportsentry.ne.jp

▶申込期間　12月1日（火）～平成22年2月22日（月）※当日消印有効
▶注意事項　・大会当日の参加申し込みはできません。
　　　　　　・参加申し込み者へ３月下旬に参加通知のはがきを郵

　送しますので、当日、受け付けの際に必ず持参し、
　ナンバーカードと引き換えてください。受け付けを
　しないと、大会に参加することができません。

　　　　　　・駐車場はコース内となりますので、午前8時30分
　以降の入場はできません。

▶主催　行田市体育協会
▶共催　行田市、行田市教育委員会、㈶行田市産業・文化・スポー

ツいきいき財団
▶問い合わせ　スポーツ振興課 ☎556－8336

第26回行田市鉄剣マラソン大会の参加者を募集します第26回行田市鉄剣マラソン大会の参加者を募集します第26回行田市鉄剣マラソン大会の参加者を募集します
　古代蓮の里を会場に、埼玉古墳群を走り抜けるコースで
開催します。また、ゲストランナーに千葉真子さんをお迎
えするほか、さまざまな企画を用意しています。



■2009.12.1  ■行田市役所／TEL556-1111

電子証明書の発行手続きを一時停止します電子証明書の発行手続きを一時停止します

　安心･安全な行田を担う消防職団員が一堂に会し、市民
の皆さんとともに一年の安全を願い、防火防災思想の普及
と消防職団員の結束を図ることを目的として「行田市消防
出初式」を実施します。

▶日　　時　平成22年１月９日（土）正午開始
▶場所・内容　
【産業文化会館前・市役所玄関前】
　開会式、消防職団員らによる各種訓練
【水城公園】

消防車による一斉放水、防災ヘリコプターによる空中散水
▶その他　
・当日は消防車がサイレンを鳴らしながら走行しますの

で、火災と間違わないようご注意ください。
・通行止め時間帯は付近の公共施設の駐車場は利用できま

せん。
・午後２時30分ごろから

午後３時15分ごろにか
けて消防車やヘリコプ
ターによる一斉放水を行
いますので、水城公園付
近にお住まいの方は洗濯
物などに水がかからない
ようご注意ください。

▶問い合わせ　消防本部総
　務課☎556―3296

平成 22年消防出初式平成 22年消防出初式

便利ですよ「行田市民カード」
「行田市民カード・印鑑登録証」
便利ですよ「行田市民カード」
「行田市民カード・印鑑登録証」

作りませんか
「写真付住民基本台帳カード」

作りませんか
「写真付住民基本台帳カード」
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 「写真付住民基本台帳カード」は、本人確認書類の必要な
窓口で、公的な身分証明書として利用することができます。

▶申請要件　本市に住民登録している方
▶申請場所　市民課
▶申請日時　月～金曜日の午前８時30分～午後４時30分
　（祝日、年末年始を除く）
▶申請時に必要なもの（本人申請の場合）
・認印（朱肉を使用するもの）
・写真１枚（縦4.5㎝×横3.5㎝、６カ月以内に撮影した
　もので無帽、正面、無背景のもの）
　※市民課で写真撮影を希望する方は必要ありません。
・本人確認のできる書類（運転免許証・パスポートなどの
　官公署が発行した写真付きの証明書で、有効期限内のもの）
　※本人確認のできる書類をお持ちでない方や代理人が申

請する場合は、照会書を郵送して本人確認を行いま
す。後日、照会書を持って再度お越しいただき交付と
なります。

▶手数料　500円
▶問い合わせ　市民課市民担当（内線242・243）

　システムのメンテナンスを行うため、12月28日（月）は
電子証明書の発行手続きができなくなります。
※電子証明書とは、税の申告などの行政手続きをインター

ネット上で行う際に、送信者が本人であることを証明す
るものです。

▶問い合わせ　市民課市民担当（内線242）

　「行田市民カード」「行田市民カード・印鑑登録証」
で、住民票の写し（行田市に住民登録のある方）や、自己
にかかる印鑑登録証明書（印鑑登録している方）、所得課
税証明書、非課税証明書、児童手当用税証明書の交付を、
市役所ロビーに設置してある自動交付機により受けること
ができます。

▶自動交付機が利用できる時間
 【月～金曜日】午前８時30分～午後７時
 【土･日曜日、祝日】午前８時30分～午後５時15分
▶申請要件　本市に住民登録もしくは外国人登録のある方
▶申請場所　市民課
▶申請日時　【月～金曜日】午前８時30分～午後５時
 （祝日、年末年始を除く）
 【日曜日】午前８時30分～正午
▶申請時に必要なもの（本人申請の場合）
・印鑑登録証（印鑑登録している方）
・認印（朱肉を使用するもの）
・本人確認のできる書類（運転免許証・パスポートなどの
　官公署が発行した写真付きの証明書で、有効期限内のもの）
　※本人確認のできる書類をお持ちでない方や代理人が申

請する場合は、照会書を郵送して本人確認を行いま
す。後日、照会書を持って再度お越しいただき交付と
なります。

▶手数料　無料
▶問い合わせ　市民課市民担当（内線242・243）

　

加
須
保
健
所
行
田
分
室
が

　
　
　
　
　
　
　

廃
止
に
な
り
ま
す

　

県
で
は
、
平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
保
健
所

の
効
率
的
な
運
営
お
よ
び
機
能
強
化
を
図
る
た

め
、
保
健
所
を
再
編
し
ま
す
。
再
編
に
当
た
っ

て
は
、
事
務
の
見
直
し
な
ど
を
行
い
、
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
準
備
を
進
め
ま
す
。

　

こ
の
再
編
で
、
行
田
市
を
担
当
す
る
加
須
保

健
所
行
田
分
室
は
、
平
成
22
年
３
月
31
日
で
廃

止
と
な
り
、
加
須
保
健
所
（
加
須
市
南
町
５―

15
）
で
業
務
を
行
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

加
須
保
健
所
☎
０
４
８
０―

６
１―

１
２
１
６
ま
た
は
県
保
健
医
療
政
策
課

☎
０
４
８―

８
３
０―

３
５
２
１

行田
市役所

みずしろ

商工センター

水城公園

国道1
25号

至加須

至熊谷

通行止め時間帯
　　 午前11時50分～午後2時50分
　　 午後2時15分～3時15分

通行止め時間帯
　　 午前11時50分～午後2時50分
　　 午後2時15分～3時15分
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市役所・南河原支所 商工観光関係の施設

コミュニティー関係の施設

その他の施設

斎場

総合福祉会館「やすらぎの里」

社会福祉協議会

総合福祉会館貸館

機能回復訓練（訓練室）

機能回復訓練（プール）

１２月２9日（火）～１月3日（日）
※1月3日の日曜開庁は休業となりますのでご注意くだ
　さい。

　問い合わせ　企画政策課（内線309 ・ 311）
　　　　　　　南河原支所 ☎５５７－０００１

　問い合わせ　行田市社会福祉協議会 ☎５５７－５４００

商工センター

シルバー人材センター

　問い合わせ　市民課（内線２４３）

１２月２9日（火）～１月3日（日）

市内循環バス

　問い合わせ　生活課（内線２５１）

水道業務

　問い合わせ　水道課 ☎５５３－０１３１

ごみ収集業務

※ごみ収集日は地区により異なりますのでご注意ください。　
　問い合わせ　環境課 ☎５５６－９５３０

　問い合わせ　商工観光課（内線３８２ ・ ３８３）

　問い合わせ　 生活課（内線251）

１２月２９日（火）～１月３日（日）

１２月２8日（月）～１月4日（月）

１２月30日（水）～１月３日（日）
※12月29日（火）は全地区臨時収集
　します

１２月29日（火）～１月３日（日）

教育関係の施設

スポーツ関係の施設

中央公民館

図書館

教育研修センター

郷土博物館

地域公民館

１２月２8日（月）～１月4日（月）

１２月２８日（月）～１月4日（月）

１２月２9日（火）～１月3日（日）

１２月 7日（月）～１月4日（月）

１２月２8日（月）～１月4日（月）

１２月２9日（火）～１月3日（日）

１２月２8日（月）～１月3日（日）

１２月２7日（日）～１月4日（月）

１２月２5日（金）～１月7日（木）

総合体育館
総合公園（野球場、庭球場、弓道場）
富士見公園（野球場、庭球場）
門井球場

市民プール

市民プール会議室　

１２月 ２8日（月）～１月３日（日）
※１２月２8日（月）は総合体育館の受付
　業務のみ（午前8時30分～午後4時）
　

１２月２4日（木）～１月8日（金）

１２月２6日（土）～１月3日（日）
※１２月２4日（木） ・ ２5日（金）および
　１月4日（月）～8日（金）の利用時間
　は午前9時～午後５時　　

福祉関係の施設

老人福祉センター「大堰永寿荘」

老人福祉センター「南河原荘」

障害者福祉センター

児童センター

学童保育室

１２月２8日（月）～１月5日（火）

１２月２8日（月）～１月5日（火）

１２月２9日（火）～１月3日（日）

１２月２8日（月）～１月4日（月）

１２月２８日（月）～１月４日（月）

　問い合わせ　産業文化会館 ☎５５6－6371
　　　　　　　はにわの館 ☎５５9－4599
　　　　　　　古代蓮会館 ☎５５9－0770
　　　　　　　（社）行田市シルバー人材センター ☎５５６－５２２１

勤労会館

観光案内所

１２月２９日（火）～１月３日（日）

コミュニティセンターみずしろ

コミュニティセンター南河原

婦人ホーム

VIVAぎょうだ

産業文化会館

はにわの館

古代蓮会館

古代蓮の里
売店・うどん店

１２月２９日（火）～１月３日（日）

１２月２７日（日）～１月５日（火）

１２月２5日（金）～３１日（木）
１月２日（土）～4日（月）
※古代蓮会館は１月１日（金）午前６時から
　9時まで開館
　（入館受け付けは午前8時３０分まで）

１２月２5日（金）～１月5日（火）

可燃ごみ

不燃ごみ

粗大ごみ ・ 有害ごみ ・
資源物

休業期間 12月31日（木）～１月2日（土）

運休期間 １２月29日（火）～１月3日（日）

休業期間 １２月29日（火）～１月3日（日）

１２月29日（火）～１月３日（日）
※水曜日に収集している地区は１２月
　28日（月）に臨時収集します
※火 ・ 木 ・ 金曜日に収集している地区
　は１２月29日（火）に臨時収集します

　問い合わせ　総合体育館 ☎５５３－３３７７
　　　　　　　 市民プール ☎５５5－2455

　問い合わせ　老人福祉センタ－「大堰永寿荘」 ☎５５７－2486
　　　　　　　老人福祉センタ－「南河原荘」 ☎５５７－2105
　　　　　　　障害者福祉センタ－ ☎５５3－2181
　　　　　　　児童センタ－ ☎５５4－5706
　　　　　　　学童保育室は子育て支援課へ（内線262）

　問い合わせ　中央公民館 ☎５５6－2649
　　　　　　　図書館 ☎５５6－4227
　　　　　　　教育研修センター ☎５５6－6458
　　　　　　　郷土博物館 ☎５５4－5911

市役所および関連施設の年末年始の休業・休館
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つけましたか？住宅用火災警報器

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
献
立
表
と
と
も
に

給
食
を
写
真
で
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に

多
く
の
皆
さ
ん
に
学
校
給
食
を
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
携
帯
電
話
で
も
学
校
給
食
を
ご
覧
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
契
機
に
保
護
者
の
方
も
お
子
さ
ん
と

給
食
や
食
べ
物
に
つ
い
て
話
す
時
間
を
作
っ
た

り
、
献
立
作
り
の
参
考
に
し
た
り
し
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。

▼
閲
覧
方
法　

携
帯
電
話

か
ら
「
は
な
ま
る
給
食
」

と
検
索
ま
た
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
で
も
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
携
帯
サ
イ
ト
」
か
ら
「
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

ひ
ま
わ
り
今
日
の
給
食
の
献
立
」
を
ク
リ
ッ
ク

す
る
と
同
様
の
画
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
「
ひ
ま

わ
り
」
☎
５
５
３―

１
１
１
４

　

空
調
関
係
工
事
の
た
め
12
月
８
日
㈫
か
ら
12

月
26
日
㈯
ま
で
臨
時
休
館
し
ま
す
。

　

な
お
、
12
月
７
日
㈪
は
定
例
休
館
日
。
12
月

27
日
㈰
か
ら
１
月
４
日
㈪
ま
で
は
年
末
年
始
の

た
め
休
館
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

郷
土
博
物
館
☎
５
５
４―

５

９
０
０

　

本
市
で
は
、
火
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
緊
急

に
住
宅
を
必
要
と
す
る
方
（
世
帯
主
）
へ
、
民

間
賃
貸
住
宅
を
あ
っ
せ
ん
す
る
と
と
も
に
、
家

賃
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象　

・
火
災
の
原
因
が
そ
の
世
帯
に
属
す
る
方
の
故

　

意
に
よ
る
も
の
で
な
い
こ
と　

・
火
災
発
生
時
に
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
た

　

こ
と

・
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

・
そ
の
世
帯
に
属
す
る
方
全
員
が
市
税
を
滞
納

　

し
て
い
な
い
こ
と

▼
補
助
限
度
額　

月
額
４
万
１
千
５
０
０
円

（
敷
金
お
よ
び
礼
金
な
ど
を
除
く
）

※
た
だ
し
、
月
の
途
中
で
賃
貸

借
契
約
を
締
結
お
よ
び
解
約

し
、
家
賃
額
が
日
割
り
計
算

さ
れ
た
場
合
は
、
そ
の
額
と

補
助
限
度
額
を
同
じ
日
数
で

日
割
り
計
算
し
た
額
の
い
ず

れ
か
低
い
額
と
し
ま
す
。

▼
補
助
金
交
付
期
間　

賃
貸
借

契
約
を
締
結
し
た
日
か
ら
起
算

し
て
３
カ
月
以
内　

▼
そ
の
他　

申
し
込
み
の
提
出

書
類
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

建
築
課
住
宅

管
理
担
当
（
内
線
３
３
８
）

　

年
末
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
人
や
車
の
動
き
が

慌
た
だ
し
く
な
り
、
ま
た
飲
酒
の
機
会
が
増
加

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
交
通
事
故
の
多
発
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。
市
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル

の
厳
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
を
実
践
す
る
こ

と
に
よ
り
、
交
通
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

重
点
目
標

○
飲
酒
運
転
の
撲
滅

　

家
庭
、
職
場
、
飲
食
店
で
は
、
「
し
な
い
、

さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い
」
を
合
い
言
葉
に
、
一

人
ひ
と
り
が
積
極
的
に
飲
酒
運
転
の
撲
滅
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

○
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　

車
の
直
前
・
直
後
の
横
断
は
大
変
危
険
で
す
。

道
路
は
信
号
機
や
横
断
歩
道
の
あ
る
と
こ
ろ
を

渡
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
自
転
車
を
利
用
す
る
場
合
、
交
差
点

で
は
、
必
ず
一
時
停
止
を
し
て
左
右
の
安
全
を

よ
く
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

○
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
と
安
全
車
間
距
離
の
保
持

　

ド
ラ
イ
バ
ー
や
自
転
車
利
用
の
皆
さ
ん
は
、

夕
暮
れ
時
に
お
け
る
歩
行
者
や
自
転
車
の
発
見

遅
れ
を
防
ぐ
た
め
、
ま
た
、
自
己
の
存
在
を
周

囲
に
認
知
さ
せ
る
た
め
、
早
め
に
ラ
イ
ト
を
点

灯
し
、
周
囲
に
気
を
配
り
、
ス
ピ
ー
ド
を
抑
え

て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ　

防
災
安
全
課
交
通
担
当
（
内

線
２
８
４
）

　

携
帯
電
話
で
今
日
の
学
校
給
食
を

　
　
　
　
　
　
　

見
て
み
ま
せ
ん
か

  

郷
土
博
物
館
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

火
災
に
遭
わ
れ
た
方
へ

　

貸
家
な
ど
の
家
賃
を
補
助
し
ま
す

  

12
月
１
日
か
ら
14
日
ま
で
冬
の
交
通

　

   

事
故
防
止
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す

　
保健センターの健康講座

▶日　　時　平成22年1月21日(木)午後1時45分～
3時45分

▶場　　所　保健センター
▶内　　容　鹿山高彦さん（土橋薬局薬剤師）による
　　　　　　薬の話
▶対　　象　市内在住で、正しい薬の使い方に関心の
　　　　　　ある方
▶定　　員　30人（先着順）
▶持 ち 物　筆記用具、健康手帳（お持ちの方）

「知っておきたい薬の知識」
～薬と上手に付き合うために～

 「ここが知りたい! 
　　   メタボリックシンドローム」
▶日　　時　平成22年1月27日(水)午後1時30分～

3時30分
▶場　　所　保健センター
▶内　　容　川島治さん（行田中央総合病院院長）によ

る講話
▶対　　象　市内在住で、健康に関心のある方
▶定　　員　30人（先着順）
▶持 ち 物　筆記用具、健康手帳（お持ちの方）

いずれも
▶申し込み・問い合わせ
　　　　　　12月15日(火)から電話または直接保健

センター☎553ー0053
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  休日急患診療

 ・診療科目……内科、小児科、外科
 ・診療時間……午前10時～午後5時
＊医療機関が変更されることがありますので、事前に問い

合わせください。
 ・行田中央総合病院　  ☎553－2000
 ・壮幸会行田総合病院  ☎552－1111
◇夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知りたいとき
 ・行田市消防署　☎556－3005
 ・埼玉県救急医療情報センター ☎048－824－4199
◇埼玉県小児救急電話相談「♯8000」
・県内どこからでも「♯8000」をプッシュすると

相談窓口につながります。（携帯電話可）
・相談時間 【月～土曜日】午後7時～11時 
　　　　　 【日曜日、祝日】午前9時～午後11時

期　日 医療機関名

12月20日（日） 壮 幸 会 行 田 総 合 病 院

12月23日（水） 行 田 中 央 総 合 病 院

12月27日（日） 壮 幸 会 行 田 総 合 病 院

  1月10日（日） 行 田 中 央 総 合 病 院

  1月11日（月） 壮 幸 会 行 田 総 合 病 院

子どもの健康
乳幼児健診
　名　　称　4カ月児健診、1歳6カ月児健診、2歳児歯

科健診、3歳児健診
　そ の 他　転入されたお子さんで、前住所地で受診して

いない方は保健センターへご連絡ください。

BCG予防接種
　①受付日時　12月22日（火）午後1時30分～2時20分
　　対　　象　平成21年9月1日～15日生まれのお子

　さん
　②受付日時　平成22年1月5日（火）　午後1時30分～

　2時20分
　　対　　象　平成21年9月16日～30日生まれのお子

　さん
　①②とも対象児以外でまだ受けていないお子さん（6
　カ月未満）は、この機会に受けてください。

乳幼児相談（要申し込み）　
　①受付日時　12月21日（月）午後1時30分～4時
　②受付日時　平成22年1月5日（火）午前9時30分～

　11時30分
　①②とも対象は小学校入学前のお子さん

離乳食教室（初期）（要申し込み）
　受付日時　平成22年1月5日(火）午前10時15分～

10時30分
　対　　象　平成21年7月15日～8月14日生まれの

お子さんがいる方

思春期こころの相談（要申し込み）
　受付日時　平成22年1月7日(木）午前9時30分～

11時30分
　対　　象　小・中学生、高校生、またはその家族
　そ の 他　心理士、保健師がお受けします

※いずれも場所は保健センター

おとなの健康
健康相談（申し込み不要）
　日　　時　平成22年1月13日（水）午前10時～11時
　対　　象　健康に関する相談をしたい方

糖尿病健康相談（要申し込み）
　日　　時　平成22年1月13日（水）午前10時～11時
　対　　象　糖尿病について心配のある方

禁煙相談（要申し込み）
　日　　時　平成22年1月13日（水）午前10時～11時
　対　　象　たばこをやめたい方

こころの相談（要申し込み）
　日　　時　12月17日（木）
　　　　　　※時間は申し込みの際にお知らせします 
　対　　象　気分がすぐれない、夜眠れない、不安や心

配事がある方

※いずれも場所は保健センター

保 健 案 内
保健センター
長野2-3-17
TEL：553-0053
FAX：555-2551

犬のしつけ方教室
日　　時　平成22年1月22日（金）午後1時30分～4時
場　　所　中央公民館第１学習室（「みらい」内）
内　　容　犬の健康管理および家庭犬のしつけ方
対　　象　今年度新たに犬を飼い始めた方
講　　師　家庭犬のしつけインストラクター、行田・羽

生狂犬病予防協会所属獣医師
定　　員　50人（先着順）
費　　用　無料
主　　催　行田・羽生狂犬病予防協会
そ の 他　犬を連れての参加はできません。
申し込み　12月15日（火）から電話で保健センタ－

年末年始の在宅当番医（12月31日～1月3日）

期　日 医療機関名 電　話 当日の診療科目

12月31日
（木）

  壮幸会行田総合病院（持田） 552ー1111  内科、小児科、外科

  南川げんきクリニック（小見） 554ー8835  内科、小児科

  栗原医院（本丸） 556ー2272  内科、外科、胃腸科

  ふじの歯科クリニック（長野） 554ー8148  歯科

  1月  1日
（金）

  壮幸会行田総合病院（持田） 552ー1111  内科、小児科、外科

  島田クリニック（壱里山町） 556ー3980  内科、循環器科

  川島胃腸科（佐間） 553ー0001  胃腸科、肛門科

  1月  2日
（土）

  壮幸会行田総合病院（持田） 552ー1111  内科、小児科、外科

  行田協立診療所（本丸） 556ー4581  内科、小児科

  北畠ひふ科医院（持田） 554ー0986  皮膚科

  いちり山歯科医院（壱里山町） 556ー8895  歯科

  1月  3日
（日）

  壮幸会行田総合病院（持田） 552ー1111  内科、小児科、外科

  根本医院（行田） 555ー1261  内科、小児科

  柳田眼科（中央） 556ー2596  眼科

  石岡歯科医院（棚田町） 553ー1181  歯科

診療時間　午前10時～午後5時（歯科は午前10時～正午）
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保 健 案 内
保健センター
長野2-3-17
TEL：553-0053
FAX：555-2551

新型インフルエンザワクチン接種(予約制)のお知らせ
　優先接種対象者の方を対象に、新型インフルエンザワクチンの接種（予約制）が開始されました。
▶対象およびスケジュール　

優先接種対象者 接種開始時期

　入院中の基礎疾患を有する小児（1歳〜小学3年生）

実施中
　妊婦、基礎疾患を有する方（重篤な方）

　基礎疾患を有する方（小学4年生〜中学3年生）

　1歳〜小学3年生

　基礎疾患を有する方（重篤な方以外） 12 月初旬

　1歳未満の小児の保護者

12 月下旬　優先接種対象者のうち身体的な理由により予防接種がうけられない方の保護者など

　小学4年生〜6年生

　中学生、高校生、高校生に相当する年齢の方、65歳以上の方 1 月初旬

る場合は、医師が発行する「優先接種対象者証明書」
※医療機関で実費負担された方は、次のものを持参し

保健センターで還付の手続きを行ってください。
 《持参するもの》①印鑑 ②健康保険証または生活保

護受給者証 ③通帳 ④領収書 ⑤新型インフルエンザ
予防接種済証 ⑥市民税非課税世帯確認書（お持ち
の方）

▶市内で新型インフルエンザワクチンを接種できる医療
機関（かかりつけの患者以外でも接種可能）

 【行田市医師会加入医療機関】

【その他の医療機関】

※上記医療機関以外でも接種可能な医療機関があります。ま
た、かかりつけの患者、自らの医療機関に入院・通院する
方だけを接種対象とする医療機関がありますので、まずは、
かかりつけの医療機関へご相談ください。　

▶問い合わせ　保健センター☎553－0053

赤井胃腸科 
☎553－2233

こばやし小児科・内科 
☎554－9011

池畑クリニック 
☎556－2295

小林内科医院 
☎552－0362

加藤内科医院 
☎556－3253

さかつめ内科医院 
☎553－5202

川島胃腸科 
☎553－0001

田代医院 
☎553－2351

河本耳鼻咽喉科 
☎555－2626

根本医院 
☎555－1261

行田岡田医院 
☎557－2311

ハピネス診療所 
☎559－0082

壮幸会行田総合病院 
☎552－1111

村越メディカルクリニック 
☎556－2549

行田中央総合病院 
☎553－2000

やまかわ内科クリニック
 ☎564－1488

栗原医院 
☎556－2272

行田ふれあいクリニック 
☎555－1155

さきたまクリニック 
☎564－6620

※基礎疾患を有する方は、医療機関（かかりつけ医）に相談ください。ワクチンの接種量が限られているため、順次、接種が行われます。

▶接種回数
　1歳から高校生に相当する年齢の方は2回接種、それ
　以外の方は1回接種　
　○基礎疾患を有する方で、著しく免疫反応が抑制され

ている方は2回接種としても差し支えないものとさ
れています。 

　○中・高校生については、当面2回接種となりますが、
今後、中・高校生を対象とした臨床試験の１回目の
結果を踏まえて判断されます。

▶接種費用
　１回目3,600円 　2回目2,550円（1回目と異なる
　医療機関での場合は3,600円）
▶費用の助成
　市内在住の優先接種対象者のうち、次に該当する方に
　接種費用を助成します。
 【全額助成】
　市民税非課税世帯および生活保護世帯の方
 【１回あたり1,000円（計２回まで）の助成】
　医療従事者を除く上記以外の方
▶助成の受け方
 【全額助成】

県内の医療機関で接種の場合、接種費用の支払いが全
額不要となります。

 《医療機関に持参するもの》①印鑑 ②健康保険証また
は生活保護受給者証 ③市民税非課税世帯確認書（生
活保護世帯の方は不要）④基礎疾患を有する方で、か
かりつけ医以外で接種する場合は、医師が発行する
「優先接種対象者証明書」
※市民税非課税世帯確認書が必要な方は、接種予定日

の２週間前までに保健センターへご連絡ください。
 【１回あたり1,000円（計２回まで）の助成】

市内の医療機関で接種の場合、接種費用の支払いが一
部不要となります。

 《医療機関に持参するもの》①印鑑　②健康保険証
③基礎疾患を有する方で、かかりつけ医以外で接種す
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　市制施行60周年を迎えた行田市の魅力を再発見でき
る「行田ものしり博士クイズ」。
　全問正解者の中から毎月抽選で、市内で採取した行
田のおいしい水「古代蓮の雫」1ケース（500mlペッ
トボトル24本入り）を1人に、郷土博物館と古代蓮会
館の入館券（各2枚）をセットにして5人にプレゼント
します。クイズに答えてあなたも行田ものしり博士に
なりましょう。

問１　100年以上の歴史を持つ、毎年12月6日に開催
される酉の市が行われる場所はどこでしょう？

　Ⓐ下町愛宕神社　　Ⓑ市役所前　　
　Ⓒさきたま古墳公園

問２　環境省の絶滅危惧種に指定され、冬になると星
川流域で小さな白い花を咲かせる植物は？

　Ⓐキタミソウ　　Ⓑミナミソウ　　Ⓒヒガシソウ

問３　コミュニティセンターみずしろ3階にある、行
田市子育て支援センターの愛称は？

　Ⓐつちのこ　　Ⓑたけのこ　　Ⓒはすのこ

▶応募方法　①クイズの答え②住所③氏名④電話番号を
明記し、はがきまたはＥメールで広報広聴課「行田も
のしり博士クイズ12月号」係。

 【はがき】〒361－8601行田市本丸2－5 
 【Ｅメール】kohoquiz@city.gyoda.lg.jp
▶応募要件　応募は一人一通
▶締め切り　12月28日（月）（必着）
▶そ の 他　全問正解者多数の場合は抽選とします。当選

者の発表は商品の発送をもって代えさせていただきま
す。「古代蓮の雫」の当選者には引換券を送付します。
なお、正解は市報ぎょうだ2月号で発表します。

▶問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当（内線318）

 「行田ものしり博士クイズ」10月号の正解
 【問１】Ⓑ約250ｍ 　【問２】Ⓒ本丸土塁 
 【問３】ⒶVIVAぎょうだ

法律相談 Ｑ＆Ａ

　市では毎月第４火曜日に法律相談を行っていま
す。ここでは法律相談で寄せられるよくある相談を
紹介します。

Ｑ　遺言について教えてください。
Ａ　一般的に用いられる遺言には、①自筆証書遺
言、②秘密証書遺言、③公正証書遺言があります。
遺言の各方式は、遺言者の真意を尊重するためにも
うけられているもので、この方式に違反した遺言は
無効となります。
①自筆証書遺言　遺言をする人（遺言者）が自分で
遺言の全文、日付、氏名を手書きで作成し、押印す
る方式で行う遺言です。日付や氏名などの記載がな
いものや他人が代筆したもの、パソコンで作成した
ものは無効となります。この方式は比較的簡単に作
成でき費用もかからないのがメリットですが、遺言
者が死亡後、家庭裁判所で検認手続を行わなければ
開封できないことがデメリットでもあります。これ
は、遺言書の偽造や勝手な書き換えを防ぐために行
うものです。
②秘密証書遺言　遺言の内容を記載した文書に遺言
者が署名押印して封筒に入れ、遺言書に用いた印で
封印し、これを公証人に提出して作成する遺言で
す。遺言の内容を誰にも知られたくない場合などに
利用されます。
③公正証書遺言　公証役場で遺言者が２人以上の証
人の立会いの下、遺言の趣旨を公証人に述べ、これ
を公証人が筆記し、その内容を読み聞かせ、全員が
署名押印して作成する遺言です。作成に費用がかか
るというデメリットはありますが、自筆証書遺言の
ように開封時に家庭裁判所での検認手続は不要で死
亡後すぐ開封できるというメリットがあります。
　なお、公正証書遺言は作成後、原本は公証人が長
期にわたり保管することになっています。

　市で行っている法律相談は予約制ですので、希望
する方は生活課へ申し込みください。
▶申し込み・問い合わせ　同課市民生活担当（内線
　251・252）
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相　　談 場　　所 日　　　　程 時　　　間 問い合わせ

法律（予約制） 産業文化会館
2階会議室

  12月22日㈫　※次回1月26日㈫の予約は 
  1月4日㈪から　   午前9時〜午後3時

生活課

（内線252）

行政 産業文化会館2階会議室   12月21日㈪、1月4日㈪　　　　   午後1時30分〜3時30分

結婚 VIVAぎょうだ   12月20日㈰　   午前9時30分〜11時30分
（受け付けは午前9時30分〜11時）

消費生活
多重債務 市役所

  12月17日㈭・18日㈮・21日㈪・24日㈭  
 ・25日㈮・28日㈪、1月4日㈪・7日㈭・　 
   8日㈮・14日㈭・15日㈮

  午前9時30分〜午後3時30分

夫婦関係・DVなど
（予約制） VIVAぎょうだ

  12月17日㈭・24日㈭、1月7日㈭・14日 ㈭  
　※電話相談は12月19日㈯ 
　対象：市内在住の方

  午後1時〜4時
（電話相談は午後1時〜2時30分）

VIVAぎょうだ
☎556ー9301

内職 市役所   12月15日㈫・18日㈮・22日㈫・25日㈮、      
  1月5日㈫・8日㈮・12日㈫・15日㈮   午前10時〜午後4時 商工観光課

（内線383）

人権 忍・行田公民館   1月13日㈬　   午後1時30分〜3時30分 人権推進課（内線221）

税務 中央公民館
（「みらい」内）   12月15日㈫   午後1時30分〜3時30分 関東信越税理士会行田支部

☎554ー1411

水道料金の休日納付 水道庁舎（前谷）   12月20日㈰、1月10日㈰   午前8時30分〜正午
水道課

☎553ー0131水道料金の夜間納付 水道庁舎（前谷）   12月15日㈫・22日㈫　
  1月5日㈫・12日㈫   午後5時15分〜7時

談相種各 （12月15日〜1月15日）
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開館時間
午前9時30分～午後7時

市立図書館
佐間3ー24ー7
（「みらい」内）
TEL 556-4227  
FAX 555-3770

休館日
12月1日（火）・7日（月）・14日（月）・21日（月）
28日（月）～1月4日（月）・12日（火）
※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください。

クリスマス映画会
▶日　　時　12月24日(木)午後2時
▶題　　名　ジャングル大帝（誕生24分、約束24分）、

氷河ねずみの毛皮（23分）

特別映画会
▶日　　時　1月5日(火)午後2時
▶題　　名　いつか読書する日（129分）
▶出　　演　田中裕子、岸辺一徳、仁科亜季子

いずれも
▶場　　所　映像ホール
▶定　　員　80人
▶入 場 料　無料

4カ月児健診時に保健センターで絵本を配布しています。
▶日　　時　12月4日(金)・15日(火)午後1時受付開始
▶持 参 品　母子健康手帳

1
月
15
日
（金）

1
月
13
日
（水）

埼
玉
小

12
月
4
日
（金）

太
田
西
小

12
月
16
日
（水）

荒
木
小

12
月
15
日
（火）

北
河
原
小

12
月
18
日
（金）

南
河
原
小

12
月
17
日
（木）

桜
ヶ
丘
小

12
月
11
日
（金）

太
田
東
小

12
月
10
日
（木）

泉
小

12
月
9
日
（水）

星
宮
小

12
月
2
日
（水）

北
小

須
加
小

※変更となる場合があります。

・ケータイで人はどうなる（斉藤正男）
・一番やさしい年金の本（後藤秀樹）
・坂東眞理子の「わたし」磨きの名言集幸せになる知恵を
　送る（坂東眞理子）
・仕事ができて、なぜか運もいい人の習慣（有川真由美）
・カウンセラーが書いた上司のための心理学（高原恵子）
・カタカナダイボウケン（宮下すずか）
・ガツン！（森田義信）
・泣いたゼロ戦（ぶな葉一）
・楽しいスケート遠足（ふなとよしこ）

▶日　　時　12月16日(水)午前10時30分～11時
▶対　　象　2、3歳児と保護者
▶内　　容　絵本、パネルシアターなど
　
▶日　　時　12月26日(土)午前11時
▶対　　象　幼児
▶内　　容　絵本や手遊びなど
▶主　　催　おはなしタンバリン
　
▶日　　時　1月9日(土)午後2時
▶対　　象　幼児・小学生
▶内　　容　絵本など
▶主　　催　おはなしポケット
※場所は、いずれも図書館おはなしのへや

子ども映画会
▶日　　時　12月19日(土)午後2時
▶題　　名　きずだらけのりんご(23分)、じしんだ!  ミー
　　　　　　ちゃんのぼうさいくんれん(12分)

主な新着図書

映　　画　　会

ブックスタート

移動図書館巡回日程

おはなし会
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　10月31日と11月１日の２日間、ものつくり大学
で第９回碧蓮祭が開催されました。
　会場では各種展示や模擬店の出店のほか、ものづく
り教室が行われ、子供たちの人気を集めていました。
恒例のマンガンカーレース体験教室に参加した小学生
たちは、ものつくり大学の学生に教わりながら、部品
の切り出し作業からスタート。１時間半ほどかけて作
り上げた自慢の車をコースで走らせてタイムを競い、
ものづくりの楽しさを体感していました。

ものづくりの楽しさを体感

　古代蓮の里東側の田んぼに描かれたスケールの大
きな古代蓮が多くの人の目を楽しませた田んぼアー
ト。この稲刈り体験事業が11月15日に行われま
した。
　この日は市内外から72人が参加。参加者は展望
タワーから刈り取り前の眺めを楽しんだ後、約２時
間稲の刈り取り作業を行いました。

大きな古代蓮を刈り取り

　10月 30日、秋篠宮同妃両殿下が埼玉
古墳群の視察のため、行田市を訪問されま
した。
　県立さきたま史跡の博物館に到着した両
殿下は、手を振り出迎えた埼玉保育園園児
らに近づき声を掛けられました。その後、
上田清司埼玉県知事をはじめ、市から工藤
市長と大河原市議会議長の出迎えを受けた

両殿下は、藤野龍宏同博物館長によ
る説明を聞きながら館内の国宝・金
錯銘鉄剣のほか、金錯銘鉄剣が出土
した稲荷山古墳を視察されました。

秋篠宮同妃両殿下が
埼玉古墳群をご訪問
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　11月８日、第２回行田市Ｂ級グルメ大会が市役
所周辺で開催されました。
　行田のゼリーフライ、フライをはじめ、関東・東
北を代表するご当地グルメ18品目のブースが軒を
連ねました。今大会にはＢ級グルメの全国大会であ
るＢ―１グランプリで優勝した富士宮やきそば、厚
木シロコロ・ホルモン、横手やきそばも出店。普段
食べることができない料理を味わえるとあって、会
場には目当ての料理を今か今かと待つ人の列ができ
ていました。

　10月30日、「みらい」文化ホールでみらい文化講演
会が開催され、アグネス・チャンさんが「私のターニン
グポイント」と題した講演を行いました。
　歌手デビュー、アフリカなどでのボランティア活動、
カナダへの留学、そして近年見舞われた自身の病気など、
たくさんの人生のターニングポイントを経てきたという
アグネスさん。朗らかな口調で冗談や歌を交え会場を沸
かせながらも、さまざまな試練を乗り越えたこれまでの
心境や多くのエピソードに、観客は聞き入っていました。

珍しいご当地グルメの数々に行列

アグネスさんが語るターニングポイント

迫力ある忍城水攻め攻防戦を再現

　11月８日、市役所周辺で第30回行田商工祭・
忍城時代まつりが開催されました。
　水城公園多目的広場では、成田軍と豊臣軍の忍城
水攻め攻防戦を再現。戦国の世からよみがえったか
のような迫力のある鎧

よろい

武者らによる寸劇に、集まっ
た観衆は見入っていました。

　10月25日、第59回市民体育祭が総合公園自由広
場で開催されました。
　開会前から降っていた小雨も競技開始間もなくしてや
み、紅白玉入れや三種混合リレー、長縄跳び、新種目の
聖火リレーなど白熱した競技が展開されると、会場を囲
む各地区テントからは黄色い声援が飛び交いました。そ
して、強固なチームワークを発揮した荒木地区が今年も
優勝し、13連覇を達成しました。

黄色い声援飛び交う市民体育祭
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柔
道
や
ラ
グ
ビ
ー
、
少
年
野
球
と
小
さ
な
こ
ろ
か

ら
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
す
る
ス
ポ
ー
ツ
少
年

だ
っ
た
細
谷
さ
ん
。
中
で
も
３
歳
か
ら
始
め
た
柔
道

は
、
一
番
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
で
、
中
学
で
も
柔
道
部

に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
細
谷
さ
ん
が
レ
ス

リ
ン
グ
と
出
合
っ
た
の
は
中
学
３
年
生
の
と
き
で

し
た
。「
出
場
し
た
柔
道
県
大
会
の
試
合
を
見
に
来

て
い
た
花
咲
徳
栄
高
校
の
先
生
に
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
ま

し
た
。
最
後
の
大
会
を
終
え
、
体
験
入
部
を
し
ま
し

た
が
、
部
の
雰
囲
気
が
と
て
も
良
く
て
、
今
ま
で
続

け
て
き
た
柔
道
も
生
か
せ
る
の
で
や
っ
て
み
よ
う
と

思
い
ま
し
た
」
潜
在
能
力
を
見
込
ま
れ
て
新
た
な
ス

ポ
ー
ツ
の
世
界
へ
足
を
踏
み
入
れ
ま
し
た
。

　

力
・
技
・
ス
ピ
ー
ド
や
闘
争
心
が
勝
負
の
行
方
を

左
右
す
る
レ
ス
リ
ン
グ
で
、
細
谷
さ
ん
は
柔
道
で

培
っ
た
身
体
能
力
を
武
器
に
１
年
生
に
し
て
関
東
選

抜
大
会
で
３
位
、
全
国
選
抜
で
も
ベ
ス
ト
８
入
り
を

果
た
す
な
ど
、
同
校
レ
ス
リ
ン
グ
部
の
ホ
ー
プ
と
し

て
早
く
か
ら
注
目
を
集
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
な
か

な
か
勝
つ
こ
と
が
で
き
な
い
ラ
イ
バ
ル
と
い
え
る
存

在
も
。「
茨
城
県
霞
ヶ
浦
高
校
に
、
と
て
も
強
い
選

手
が
い
ま
し
た
。
そ
の
選
手
を
常
に
意
識
し
て
練
習

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
誰
に
も
負
け
な
い
選
手
を

目
指
し
、
得
意
の
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
に
加
え
、
新
た

に
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
ス
タ
イ
ル
に
も
挑
戦
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
結
果
、
２
年
生
の
関
東
選
抜
大
会

決
勝
で
の
対
戦
で
初
め
て
勝
っ
て
優
勝
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
」
着
実
に
実
力
を
伸
ば
し
、
表
彰
台
に

上
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
細
谷
さ
ん
は
、
今
年
８
月

に
行
わ
れ
た
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
84
㎏
級

フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
の
部
で
優
勝
し
、
な
ん
と
最
優
秀

選
手
賞
の
栄
冠
ま
で
手
に
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
９
月

の
ト
キ
め
き
新
潟
国
体
で
も
激
戦
に
次
ぐ
激
戦
を
制

し
て
優
勝
し
、
そ
の
名
を
全
国
に
轟
か
せ
ま
し
た
。

　

細
谷
さ
ん
の
存
在
感
に
つ
い
て
、
レ
ス
リ
ン
グ
部

監
督
の
髙
坂
先
生
は
「
体
は
細
い
が
軸
が
し
っ
か
り

し
て
い
て
け
が
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。
キ
ャ
プ
テ
ン
を

任
さ
れ
た
こ
と
で
精
神
的
に
強
く
な
っ
た
し
、
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
と
し
て
の
チ
ー
ム
メ
イ
ト
に
対
す
る
指
導

や
助
言
は
監
督
を
も
し
の
ぐ
影
響
力
が
あ
る
」
と
絶

賛
。
今
後
も
中
国
や
ア
メ
リ
カ
へ
の
遠
征
を
控
え
て

い
る
細
谷
さ
ん
は
「
大
学
で
も
レ
ス
リ
ン
グ
を
続
け
、

い
ず
れ
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
」
と
の
夢
を
見
据
え
て
、

今
日
も
黙
々
と
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

	

本
丸	

諸
貫　

節
子

数
々
の
神
話
を
紡つ
む

ぐ
星
月
夜

	

富
士
見
町	

お
お
ば
水す
い
と杜

忍
城
の
鐘
打
ち
鳴
ら
せ
菊
花
展

	

谷
郷	

冨
山　

由
喜

鍵
あ
な
を
探
す
手
元
に
秋
の
声

	

荒
木	

増
田　

時
枝

朝
日
浴
び
芋
の
葉
き
ら
り
光
る
か
な

	

下
中
条	

飯
塚
よ
ね
子

何
十
年
慣
れ
た
る
機
械
稲
を
刈
る

	

埼
玉	

松
岡　

孝
子

会
い
て
ま
た
別
れ
ゆ
く
友
星
月
夜

	

須
加	

須
加　

照
代

若
き
日
の
淡あ
わ

い
思
い
出
星
月
夜

	

下
須
戸	

田
島　

星
州

天
高
し
う
っ
か
り
財さ
い
ふ布
お
と
し
け
り

	

壱
里
山
町	

斉
藤　

閑か
ん
ぷ
う風

腰
を
打
つ
俄に
わ

か
農
夫
や
昼
の
月

	

壱
里
山
町	

大
竹　

祐
子

母
の
形
見
の
本
に
紅
葉
の
栞し
お
りか

な

俳 

句

そ
の
強
さ
全
国
に
轟
く

高
校
総
体
最
優
秀
選
手

細
谷　

翔
太
朗 

さ
ん
（
18
歳
・
忍
）

行田人行田人

いききき
いきき
いき
いき

◎
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎
俳
句
は
毎
月
５
日
ま
で
に
は
が
き
・
封
書 

　

で
広
報
広
聴
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

私
の
作
品

	

深
水
町	

松
岡　

東と
う
り籬

綿
の
実
の
爆は

ぜ
て
い
よ
い
よ
白
き
か
な

	

清
水
町	

石
川　

朝
美

雨
粒
を
拭
う
ワ
イ
パ
ー
紅
葉
山

	

前
谷	

石
井
マ
サ
子

「
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
女
の
子
な
の
」
豊
の
秋

	

持
田	

丸
山　

麟
一

紅
葉
狩
静
寂
破
る
吾
れ
の
杖

	

城
南	

関
口　
　

操

宇
治
橋
や
伊
勢
神
宮
へ
秋
深
し

（
木
島　

斗
川　

監
修
）

『
季
節
の
贈
り
物
』（
絵
手
紙
）

青
木　

聡
子
（
西
新
町
）



根
岸　

心こ
こ
ろち

ゃ
ん（
佐
間
）

父
・
和
也
さ
ん　

母
・
恵
さ
ん

平
成
20
年
12
月
27
日
生
ま
れ

「
の
び
の
び
大
き
く
な
～
れ
♡
」

新
島　

小こ
は
る遥

ち
ゃ
ん（
須
加
）

父
・
弘
康
さ
ん　

母
・
悠
子
さ
ん

平
成
20
年
12
月
31
日
生
ま
れ

「
元
気
㊞
の
コ
ハ
タ
ン
タ
ン
♪
」
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今
月
紹
介
す

る
の
は
、
平
成

18
年
１
月
に
発

足
し
た
埼
玉
公

民
館
の
健
康
体

操 

美
人
ク
ラ
ブ

で
す
。
毎
月
第

２
木
曜
日
の
午

前
10
時
～
正
午

に
23
人
で
体
力

づ
く
り
に
励
ん

で
い
ま
す
。

　

昭
和
２
年
に

考
案
さ
れ
た
西
式
健
康
法
を
ベ
ー
ス
に
健
康
体

操
を
行
っ
て
い
る
同
ク
ラ
ブ
で
は
、
基
本
的
に

器
具
を
使
わ
ず
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
動
作
を
中

心
に
体
を
動
か
し
て
い
ま
す
。
基
本
体
操
に
始

ま
り
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
リ
ズ
ム
体
操
な
ど
の
ほ

か
、
講
師
に
よ
る
健
康
に
つ
い
て
の
講
話
を
行

う
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、
２
時
間
の
活
動
時

間
は
あ
っ
と
い
う
間
。
講
師
を
務
め
る
渡
辺
幸

子
さ
ん
は
、「
体
を
動
か
す
だ
け
で
な
く
、〝
心

と
体
の
健
康
づ
く
り
”
を
行
う
こ
と
を
心
掛
け

て
お
り
、
季
節
に
よ
っ
て
そ
の
時
々
に
あ
っ
た
、

皆
さ
ん
の
健
康
維
持
や
日
々
の
生
活
に
役
立
つ

話
題
を
提
供
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」
と
話

し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
花
見
、
い
ち
ご
狩
り
、

食
事
会
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
も
充
実
。
館
外
活
動
に
よ
っ
て
さ
ら
に

親
睦
を
深
め
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
年
配
の
メ
ン
バ
ー
が
安
心
し
て
参
加

で
き
る
よ
う
に
、
若
手
の
メ
ン
バ
ー
が
き
め
細

や
か
な
サ
ポ
ー
ト
を
積
極
的
に
行
う
な
ど
、
多

く
の
「
思
い
や
り
」
で
同
ク
ラ
ブ
が
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。

　
「
み
ん
な
で
集
ま
る
こ
と
が
楽
し
い
」「
月
１

度
だ
け
の
活
動
で
は
物
足
り
な
い
く
ら
い
。
次

の
活
動
日
が
と
て
も
待
ち
遠
し
い
」
と
話
す
皆

さ
ん
の
様
子
か
ら
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰

囲
気
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
心
も
美
人
に
な
る

同
ク
ラ
ブ
は
、
メ
ン
バ
ー
の
誰
も
が
「
す
て
き

な
仲
間
と
長
く
続
け
て
い
き
た
い
」
と
口
を
そ

ろ
え
ま
す
。
楽
し
く
活
動
す
る
こ
と
は
、〝
美

人
〟
で
あ
り
続
け
る
た
め
の
秘
訣
な
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
ね
。

▼
問
い
合
わ
せ　

埼
玉
公
民
館
☎
５
５
９―

０
０
４
７

関　

結ゆ

い衣
ち
ゃ
ん（
佐
間
）

父
・
昌
弘
さ
ん　

母
・
由
里
子
さ
ん

平
成
20
年
12
月
９
日
生
ま
れ

「
す
く
す
く
と
元
気
に
育
っ
て
ね
！
」

五
十
嵐　

愛あ
い

ち
ゃ
ん（
向
町
）

父
・
章
五
さ
ん　

母
・
眞
弓
さ
ん

平
成
20
年
12
月
２
日
生
ま
れ

「
誰
か
ら
も
愛
さ
れ
る
子
に
♡
」

小
菅　

湊そ
う
し士

ち
ゃ
ん（
緑
町
）

父
・
雅
史
さ
ん　

母
・
幸
恵
さ
ん

平
成
20
年
12
月
12
日
生
ま
れ

「
歩
く
の
大
好
き 
い
ち
に
！
い
ち
に
!!
」

健 康 体 操  美 人 ク ラ ブ
～楽しく活動して心も美人に～

さわやか
サークル
さわやか
サークル

○12月28日(月)までに電話またはＥ
メールで広報広聴課広
報広聴担当(内線318) 
※応募要領は市ホーム
ページをご覧ください

○応募者多数の場合は、1月5日(火)午
後1時30分から市役所203会議室で公
開抽選を行います。

平成21年２月生まれの
お子さんを募集します
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広告

▼
日
時　

①
平
成
22
年
１
月
13
日
㈬

②
平
成
22
年
１
月
29
日
㈮ 

午
前
10

時
〜
11
時
30
分　

▼
場
所　
「
Ｖ
Ｉ

Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う
だ
」
和
室　

▼
内
容 

①
「
は
じ
め
の
一
歩
応
援
セ
ミ
ナ
ー 

～
私
ら
し
い
再
就
職
の
見
つ
け
方

～
」　

②
「
い
ろ
い
ろ
な
働
き
方
を

知
り
ま
し
ょ
う
」　

※
い
ず
れ
か
１

日
の
参
加
可　

▼
対
象　

結
婚
・
出

産
を
機
に
退
職
し
た
女
性
で
、
再
就

職
を
考
え
て
い
る
方　

▼
定
員　

10

人
（
先
着
順
、
子
ど
も
同
伴
可
） 

▼

費
用
無
料　

▼
そ
の
他　

①
②
と
も

午
後
に
個
別
相
談
を
行
い
ま
す
（
希

望
者
の
み
） 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ　

12
月
15
日
㈫
～
１
月
６
日
㈬

に
商
工
観
光
課
（
内
線
３
８
３
）

▼
日
時　

平
成
22
年
１
月
16
日
㈯
午

前
10
時
～
午
後
４
時　

▼
場
所　

コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ 

▼
参
加
資
格　

市
内
の
小
・
中
学
生

※
19
路
盤
で
打
て
れ
ば
棋
力
は
問
い

ま
せ
ん　

▼
参
加
費　

５
０
０
円

（
当
日
徴
収
） 

▼
主
催　

行
田
市
碁

楽
会　

▼
そ
の
他　

昼
食
は
各
自
用

意
の
こ
と　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ　

１
月
９
日
㈯
ま
で
に
電
話
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
同
会
会
長
伊
藤
宅
☎

５
５
６―

７
７
３
６（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

▼
勤
務
内
容　

児
童
の
登
校
時
の
立

哨
な
ど　

▼
対
象　

20
歳
か
ら
55
歳

ぐ
ら
い
ま
で
の
健
康
な
方　

▼
任
期 

平
成
22
年
２
月
１
日
か
ら
２
年
間 

▼
募
集
人
数　

若
干
名　

▼
そ
の
他 

報
酬
有
り
。
制
服
・
装
備
品
な
ど
は

貸
与
。 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ　

市
販
の
履
歴
書
を
添
え
て
、
12

月
22
日
㈫
ま
で
に
防
災
安
全
課
（
内

線
２
８
４
）

▼
日
時　

平
成
22
年
１
月
６
日
㈬
～

11
日
㈪
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

（
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
） 

▼
場

所　

郷
土
博
物
館
企
画
展
示
室　

▼

内
容　

仏
像
彫
刻
な
ど
の
展
示　

▼

入
場
無
料　

▼
後
援　

行
田
市
教
育

委
員
会　

▼
問
い
合
わ
せ　

白
石
宅

（
し
ゃ
か
り
き
堂
）
☎
５
５
５―

０
６
９
６

　

エ
イ
ズ
や
性
感
染
症
に
つ
い
て
の

悩
み
や
疑
問
に
、
専
門
の
相
談
員
が

夜
間
も
電
話
で
応
対
し
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
名
前
も
住
所
も
お
聞
き
し
ま
せ

ん
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

12
月
５
日
㈯
午
前
９
時
～

６
日
㈰
午
後
３
時  

▼
受
付
ダ
イ
ヤ
ル 

☎
０
４
８―

８
２
５―

３
０
６
０ 

▼
そ
の
他　

通
常
の
電
話
相
談
（
月

～
金
曜
日
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３

時
30
分
）
も
受
け
付
け
て
い
ま
す 

▼
問
い
合
わ
せ　

埼
玉
県
疾
病
対
策

課
☎
０
４
８―

８
３
０―

３
５
５
７

 

子
育
て
中
の
女
性
の
た
め
の

再
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

行
田
市
少
年
少
女
囲
碁
大
会

 

交
通
指
導
員

＊広告掲載の問い合わせは、三共印刷株式会社へ　☎５５６ー６２０１

仏
像
彫
刻　

白
石
姉
弟
展

 

30
時
間
連
続

エ
イ
ズ
電
話
相
談

行田市人権教育合同学習講演会
市制施行60周年記念

▶日　時　平成 22 年１月16 日（土）
　　　　　午後１時開演
▶場　所　産業文化会館ホール
▶内　容　【第１部】 加瀬田聡さん

によるパーカッション演奏【第
２部】自身の経験を綴った著書

「五体不満足」で有名な乙武洋
匡さんによる講演「教育現場に
おける人権」※手話通訳あり

▶入場料　無料（ただし入場整理券が必要）
▶整理券配布　12 月19 日 ( 土 ) 午前９時から中央公

民館、各地域公民館、地域交流センターおよび南河
原隣保館（１人２枚まで）

▶主　催　行田市、行田市教育委員会、行田市人権教
育推進協議会、行田市ＰＴＡ連合会、熊谷・秩父人
権啓発活動地域ネットワーク協議会ほか

▶その他
○ひととき保育（２歳以上の未就学児の保育・無料）

を行います。希望者は、１月８日 ( 金 ) までに人権
推進課またはひとつくり支援課へ申し込みくださ
い。（当日の申し込みは不可）

○市内の小・中学生が描いた人権ポスター展を同時開
催します。

▶問い合わせ　人権推進課（内線２２１）またはひと
つくり支援課☎５５６―８３１９

乙武洋匡さん



▼
日
時　

１
月
13
日
㈬
午
後
１
時
～

４
時　

▼
場
所　

生
活
課
相
談
室 

▼
相
談
内
容　

相
続
、
遺
言
、
示
談

書
、
交
通
事
故
、
農
地
転
用
、
許
認

可
関
係
ほ
か
日
常
生
活
の
困
り
事 

▼
問
い
合
わ
せ　

埼
玉
県
行
政
書
士

会
埼
北
支
部
行
田
地
区
小
野
田
☎

５
５
６―

３
３
４
６

▼
日
時　

平
成
22
年
１
月
７
日
㈭
午

後
２
時
～
４
時　

▼
場
所　

行
田
平

安
閣　

▼
テ
ー
マ　
「
改
革
し
な
い

と
会
社
が
潰
れ
る
」
～
中
小
企
業
病

を
克
服
す
る
処
方
箋
～　

▼
講
師 

井
上
和
弘
さ
ん
（
㈱
ア
イ
・
シ
ー
・

オ
ー
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
長
） 

▼

費
用
無
料　

▼
主
催　

行
田
商
工
会

議
所　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ 

同
会
議
所
総
務
課
☎
５
５
６―

４
１
１
１

▼
演
奏
会
日　

平
成
22
年
11
月
28
日

㈰　

▼
場
所　

産
業
文
化
会
館
ホ
ー

ル　

▼
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ　

シ
ア
タ
ー

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ト
ー
キ
ョ
ー　

▼
練

習
日
時　

２
月
～
11
月
の
第
１
・
第

３
木
曜
日　

午
後
７
時
～
９
時　

▼

練
習
場
所　

佐
間
公
民
館
ほ
か　

▼

費
用　

月
１
千
５
０
０
円　

▼
主
催 

行
田
フ
ロ
イ
デ　

▼
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ　

中
野
宅
☎
５
５
６―

５
４
０
９
ま
た
は
長
谷
見
宅
☎

５
５
７―

２
６
４
７

①
新
春
た
こ
揚
げ
大
会

▼
日
時　

平
成
22
年
１
月
10
日
㈰
午

前
10
時
～
午
後
４
時　

▼
場
所　

熊

谷
ス
ポ
ー
ツ
文
化
公
園　

▼
内
容 

持
ち
込
ん
だ
た
こ
を
思
い
思
い
に
揚

げ
る

②
和
だ
こ
作
り
教
室

▼
日
時
・
場
所　

①
と
同
日
・
同
場

所
で
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分 

▼
定
員　

30
人　

▼
持
ち
物　

半
紙

２
枚
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
鉛
筆
で
描
い

た
下
絵
、水
彩
用
絵
筆
２
本
、ビ
ニ
ー

ル
袋
１
枚
（
ご
み
入
れ
用
） 

▼
費
用 

２
０
０
円
（
材
料
費
） 

▼
そ
の
他 

小
学
３
年
生
以
下
の
方
は
保
護
者
同

伴
の
こ
と　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ　

同
公
園
管
理
事
務
所
☎

５
２
６―

２
０
０
４

広告
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行
政
書
士
無
料
相
談
会

 

新
春
講
演
会

 

フ
ォ
ー
レ
・
レ
ク
イ
エ
ム

合
唱
出
演
者

 

新
春
た
こ
揚
げ
大
会
・

和
だ
こ
作
り
教
室

行田市観光協会に入会しませんか

▶会　期　平成22年１月30日(土) ～４月４日(日)
▶場　所　郷土博物館
▶内　容　小学３年生の郷土学習授業に合わせ、明治から
　　　　　昭和時代までの暮らしの様子を紹介します。
▶開館時間　午前９時～午後４時 30 分（入館は午後４時まで）
▶入 館 料　一般 200 円、大学・高校生 100 円、小・中学生 50 円
▶問い合わせ　同館☎５５４―５９１１

▶日　時　12月31日(木)午後10時～平成22年１月１日(金)
　　　　　午前１時
▶場　所　忍城址（郷土博物館）鐘楼付近
▶内　容　鐘つき（先着 1,000 人）、開運招福銭プレゼント 

　　　　（鐘をついた方）、各種催しもの
▶問い合わせ　商工観光課（内線３８２）

　市内で行われる主なイベントや草花などの見どころ
情報を３カ月ごとにまとめてご紹介します。

　本市はさきたま古墳公園や忍城址をはじめ、古代蓮の
里、ゼリーフライ・フライ、さまざまな祭りなどの観光
資源に恵まれています。
　行田市観光協会は、このような行田の魅力を市内外に
発信し、行田市の活性化を図るための活動を行っていま
す。行田市の観光をより一層振興し、「元気な行田」を
つくるため、市民の皆さんや事業者の皆さんの入会をお
待ちしています。
▶会　　費　一口年額 2,000 円　①個人・１口以上
　　　　　　②法人・５口以上　③団体・５口以上
▶申し込み・問い合わせ　行田市観光協会事務局（商工

観光課内・内線３８２）ＦＡＸ５５３―５０６３、Eメー
ル syoko@city.gyoda.lg.jp

12～2月

★博学連携展示「むかしのくらし」★

ロウバイ（１月～２月）・・・古代蓮の里
ウメ（２月下旬）・・・水城公園、古代蓮の里

草花の見ごろ・見どころ

★行田ゆく年くる年★



催し・募集

▼
日
時　

12
月
20
日
㈰
午
後
１
時

～
４
時　

▼
場
所　

古
代
蓮
会
館 

▼
協
力　

吉
田
初
代
さ
ん
（
全
国

創
作
ね
ん
土
人
形
の
会
「
サ
ン
・

ク
ラ
フ
ト
・
ド
ー
ル
」） 

▼
参
加

費　

３
０
０
円（
材
料
費
１
体
分
） 

▼
そ
の
他　

別
途
、
古
代
蓮
会
館

入
館
料
（
大
人
４
０
０
円
、
小
人

２
０
０
円
※
未
就
学
児
無
料
）
が

必
要
で
す
。
※
障
害
者
割
引
あ
り

▼
申
し
込
み　

開
催
時
間
中
随
時

受
け
付
け
（
一
人
一
体
ま
で
）

▼
日
時　

12
月
24
日
㈭
午
後
６
時

30
分
～
８
時　

▼
場
所　

古
代
蓮

会
館
休
憩
所　

▼
ハ
ー
モ
ニ
カ
演

奏　

加
藤
栄
さ
ん　

▼
入
館
料 

大
人
４
０
０
円
、
小
人
（
小
・
中

▼
期
間　

12
月
19
日
㈯
～
24
日
㈭ 

▼
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
９
時

（
入
館
受
付
は
午
後
８
時
30
分
ま

で
） 

▼
場
所　

古
代
蓮
会
館　

▼

内
容　

年
末
限
定
企
画
と
し
て
、

開
館
時
間
の
延
長
、
温
か
い
コ
ー

ヒ
ー
や
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
の
無
料

サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。
展
望
室

か
ら
の
す
て
き
な
夜
景
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。 

▼
入
館
料　

大

人
４
０
０
円
、
小
人
（
小
・
中
学

生
）
２
０
０
円　

※
障
害
者
割
引

あ
り

▼
日
時　

平
成
22
年
１
月
１
日
㈮

午
前
６
時
～
９
時
（
入
館
受
付
は

午
前
８
時
30
分
ま
で
） 

▼
場
所 

古
代
蓮
会
館　

▼
内
容　

無
料
お

し
る
こ
サ
ー
ビ
ス
、福
袋
の
販
売
、

は
ず
れ
無
し
の
お
楽
し
み
抽
選
会

を
行
い
ま
す
。
な
お
、
日
の
出
の

時
間
帯（
午
前
６
時
～
７
時
15
分
）

の
展
望
室
利
用
は
、
先
着
70
人
ま

で
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
当
日
受
け
付
け
時
に
整
理
券
配

布　

▼
入
館
料　

大
人
４
０
０
円
、

小
人
（
小
・
中
学
生
）
２
０
０
円 

※
障
害
者
割
引
あ
り

▼
日
時　

12
月
11
日
㈮
午
後
１
時
～

４
時　

▼
場
所　

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
ビ
ル
４
階
市
民
ホ
ー
ル　

▼
対

象　

平
成
22
年
３
月
に
大
学
・
短
大
・

専
門
学
校
な
ど
を
卒
業
見
込
み
の
方

ま
た
は
１
～
３
年
以
内
の
既
卒
の
方 

▼
参
加
企
業　

30
社
を
予
定　

▼
そ

の
他　

履
歴
書
持
参
、入
退
場
自
由
、

参
加
企
業
の
求
人
な
ど
の
情
報
誌
を

来
場
者
全
員
に
配
布　

▼
問
い
合
わ

せ　

埼
玉
県
雇
用
対
策
協
議
会
☎

０
４
８―

６
４
７―
４
１
８
５

▼
日
時　

12
月
27
日
㈰
午
後
１
時
30

分
～
４
時
30
分　

▼
場
所　

行
田
中

央
総
合
病
院　

▼
内
容　

①
ス
ペ

シ
ャ
ル
健
康
ト
ー
ク
（
午
後
１
時
30

分
受
付
開
始
）
②
無
料
相
談
会
（
午

後
２
時
ま
で
）
③
隠
れ
肥
満
チ
ェ
ッ

ク
・
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
予
防
体
操
・
妊

婦
体
験
な
ど（
午
後
２
時
30
分
か
ら
） 

▼
参
加
無
料　

▼
後
援　

行
田
市 

▼
問
い
合
わ
せ　

同
病
院
荒
井
☎

５
５
３―

２
０
０
０

　

㈶
日
本
遺
族
会
で
は
、
厚
生
労
働

省
の
委
託
な
ら
び
に
補
助
を
受
け
、

戦
没
者
遺
児
を
対
象
に
「
戦
没
者
遺

児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
参
加

希
望
の
多
い
次
の
地
域
を
追
加
事
業

と
し
て
実
施
し
ま
す
。

▼
実
施
地
域　

西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
中
国　

▼
問

い
合
わ
せ　

㈶
日
本
遺
族
会
事
業
課

☎
０
３―

３
２
６
１―

５
５
２
１
ま

た
は
㈶
埼
玉
県
遺
族
会
☎
０
４
８―

８
２
９―

２
０
２
５
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行
田
市
民
健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム

 

求
人
企
業
合
同
面
接
会

《住民基本台帳人口》
人口８６,５４７人　　男４３,０９３人　　女４３,４５４人　　世帯数３２,３９２世帯
１０月中の異動　出生５２人　転入等１６５人　死亡６６人　転出等１９１人

行田市の人口と世帯
（平成２１年１１月１日現在）

行田市産業・文化・
スポーツいきいき財団

（財）

産業文化会館 商工センター 古代蓮会館 グリーンアリーナ

申し込み・問い合わせ

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業
参
加
者

10
万
石
の
夜
景

～
古
代
蓮
の
里
プ
レ
ミ
ア
ム
イ
ベ
ン
ト
～

ク
リ
ス
マ
ス

“
古
代
蓮
の
聖
歌
隊
”

手
作
り
紙
ね
ん
土
細
工
講
座

『
初
日
の
出
』
２
０
１
０
年

～
タ
ワ
ー
か
ら
ご
来
光
～

ハ
ー
モ
ニ
カ
コ
ン
サ
ー
ト

in
ク
リ
ス
マ
ス



学
生
）
２
０
０
円　

※
障
害
者
割

引
あ
り

▼
日
時　

12
月
20
日
㈰
午
後
２
時

開
演　

▼
場
所　

産
業
文
化
会
館

ホ
ー
ル　

▼
内
容　

１
部
は
ク
ラ

シ
ッ
ク
の
楽
し
み
方
を
テ
ー
マ
に

し
た
レ
ク
チ
ャ
ー
形
式
の
コ
ン

サ
ー
ト
、
２
部
は
本
格
的
な
ク
ラ

シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト　

▼
出
演 

行
田
音
楽
家
協
会　

▼
入
場
無
料

▼
日
時　

平
成
22
年
１
月
９
日
㈯

午
後
１
時
30
分　

▼
場
所　

商
工

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル　

▼
上
映
作
品 

落
語
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
映
画

「
落
語
娘
」 

▼
定
員　

２
０
０
人 

▼
入
場
無
料
（
要
入
場
券
、
全
席

自
由
） 

▼
入
場
券
配
布　

同
セ
ン

タ
ー
に
て
配
布
中

▼
日
時　

平
成
22
年
１
月
24
日
㈰

【
美
味
し
い
店
】
午
前
11
時
開
店

（
軽
食
な
ど
の
販
売
）【
新
春
行
田

寄
席
】
午
後
１
時
30
分
開
演　

▼

場
所　

商
工
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル 

▼
出
演　

三
笑
亭
笑
三
、ぴ
ろ
き
、

鏡
味
初
音
、
春
風
亭
べ
ん
橋
、
神

25

広告

市県民税・・・・・・・・・・４期　　介護保険料・・・・・・・・・６期
国民健康保険税・・・・・・・６期　　後期高齢者医療保険料・・・・６期　　納期限　12月25日（金）

今月の納税

申
し
込
み　

12
月
12
日
㈯
午
前
10

時
か
ら
同
館
（
電
話
受
け
付
け
は

午
後
１
時
か
ら
）

▼
日
時　

平
成
22
年
１
月
30
日
㈯

午
後
１
時
～
４
時　

▼
場
所　

産

業
文
化
会
館
会
議
室　

▼
内
容 

座
禅
と
仏
様
の
写
仏　

▼
対
象 

成
人　

▼
定
員　

25
人（
先
着
順
） 

▼
参
加
費　

１
千
３
０
０
円
（
教

材
費
・
保
険
料
含
む
） 

▼
申
し
込

み　

12
月
12
日
㈯
午
前
10
時
か
ら

同
館
（
電
話
受
け
付
け
は
午
後
１

時
か
ら
）

ノ
・
ホ
ル
テ
ィ
園
芸
専
門
学
校
教

員　

▼
対
象　

成
人　

▼
定
員 

30
人
（
先
着
順
） 

▼
参
加
費 

３
千
３
０
０
円
（
保
険
料
・
材
料

代
） 

▼
申
し
込
み　

１
月
９
日
㈯

午
後
２
時
～
15
日
㈮
に
同
館
。

▼
日
時　

平
成
22
年
１
月
16
日
㈯

午
後
１
時
～
４
時　

▼
場
所　

産

業
文
化
会
館
会
議
室　

▼
内
容 

座
禅
と
般
若
心
経
の
写
経　

▼
対

象　

成
人　

▼
定
員　

25
人
（
先

着
順
） 

▼
参
加
費　

１
千
３
０
０

円
（
教
材
費
・
保
険
料
含
む
） 

▼

田
あ
っ
ぷ
る　

▼
入
場
料　

１
千

円
（
全
席
自
由
） 

▼
入
場
券
取
り

扱
い　

12
月
16
日
㈬
午
後
２
時
か

ら
商
工
セ
ン
タ
ー
２
階
窓
口
に
て

販
売
（
電
話
予
約
可
）

▼
日
時　

平
成
22
年
１
月
16
日

㈯
・
24
日
㈰
・
30
日
㈯
、
２
月
７

日
㈰
・
13
日
㈯
・
20
日
㈯
、
３
月

６
日
㈯
・
14
日
㈰
（
全
８
回
）
午

前
９
時
～
正
午　

▼
場
所　

産
業

文
化
会
館
会
議
室
ほ
か　

▼
内
容 

日
本
舞
踊
の
実
技
お
よ
び
邦
楽
器

の
体
験　

▼
対
象　

市
内
の
小
・

中
学
生
※
邦
楽
器
の
体
験
は
小

学
３
年
生
以
上
の
方　

▼
定
員 

40
人
（
先
着
順
） 
▼
参
加
費 

２
千
４
０
０
円
（
保
険
料
含
む
） 

▼
申
し
込
み　

12
月
12
日
㈯
午
前

９
時
か
ら
同
館
（
電
話
受
け
付
け

は
午
後
１
時
か
ら
）

▼
日
時　

平
成
22
年
１
月
30
日
㈯

午
後
１
時
～
４
時　

▼
場
所　

古

代
蓮
会
館
研
修
工
作
室　

▼
内
容 

冬
が
旬
の
多
肉
植
物
は
、「
宝
石
」

の
異
名
を
持
ち
色
彩
に
富
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
魅
力
を
凝
縮
し
た
寄

せ
植
え（
ジ
ュ
エ
リ
ー
プ
ラ
ン
ツ
）

を
作
り
ま
す
。 

▼
講
師　

テ
ク

ジ
ュ
エ
リ
ー
プ
ラ
ン
ツ

 

座
禅
＆
写
仏
教
室

▶上映時間　午前 11 時、午後 2 時（各回 30 分）
▶上映場所　古代蓮会館研修工作室
▶そ の 他　入館料（大人 400 円、小人 200 円）が必要です。

古 代 蓮 会 館
アニメ上映会

 

新
春笑

い
と
涙
の
映
画
会

 

新
春
行
田
寄
席
と

美
味
し
い
店

伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室

 

座
禅
＆
写
経
教
室

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

上　映　日 作　　品　　名

12月19日（土） かぐやひめ、かさじぞう、つるのおんがえし

12月20日（日）
ガリバー旅行記、ゆきの女王、アリババのぼう
けん

12月23日（水） もも太郎、そんごくう、青いとり

1月 9 日（土）
おやゆびひめ、王さまの耳はロバの耳、北かぜ
とおひさま

1月10 日（日） にんぎょひめ、木こりと金のおの、ゆきおんな

1月11日（月）
ねむりの森のひめ、ふしぎの国のアリス、アラ
ジンと魔法のランプ
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国
道
１
２
５
号
線
と
新
町
通
り
と
の
交
差
点
に
面

し
た
行
田
４―

５
に
位
置
す
る
武
蔵
野
銀
行
行
田
支

店
の
店
舗
は
、
市
内
中
心
部
に
位
置
す
る
市
の
顔
と

も
い
え
る
近
代
化
遺
産
で
、
平
成
17
年
11
月
10
日
に

国
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
建
物
は
、
明
治
30
年
（
１
８
９
７
）
に
忍
商

業
銀
行
（
現
在
の
埼
玉
り
そ
な
銀
行
）
の
子
会
社
と

し
て
創
業
し
た
忍
貯
金
銀
行
の
店
舗
と
し
て
昭
和
８

年
（
１
９
３
３
）
10
月
５
日
に
起
工
さ
れ
、
昭
和
９

年
（
１
９
３
４
）
６
月
18
日
に
竣
工
し
て
い
ま
す
。

彫
り
の
深
い
近
代
復
興
式
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

２
階
建
て
の
本
格
的
銀
行
建
築
で
、
外
壁
は
建
設
当

時
流
行
し
て
い
た
ス
ク
ラ
ッ
チ
タ
イ
ル
貼
り
と
な
っ

て
い
ま
す
。
正
面
は
左
右
対
称
形
で
す
が
、
側
面
は

北
西
か
ら
寒
風
が
吹
く
行
田
の
気
候
・
風
土
を
反
映

し
て
西
側
の
窓
が
極
端
に
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

本
格
的
な
歯
飾
り
の
軒
蛇じ
ゃ
ば
ら腹

、
軒
下
・
腰
壁
・
窓
廻

り
の
繊
細
な
装
飾
、
窓
上
の
レ
リ
ー
フ
の
入
っ
た
円

形
の
羽
目
板
な
ど
が
特
徴
的
で
す
。

　

設
計
・
施
工
は
株
式
会
社
小
川
組
（
現
在
の
株
式

会
社
小
川
建
設
）
で
す
。
同
社
は
忍
商
業
銀
行
行
田

本
店
の
店
舗（
か
つ
て
の
埼
玉
銀
行
行
田
支
店
店
舗
）

な
ど
昭
和
６
年
以
降
忍
商
業
銀
行
の
店
舗
建
設
を
数

多
く
手
が
け
て
お
り
、
そ
う
し
た
経
緯
か
ら
子
会
社

の
忍
貯
金
銀
行
の
設
計
・
施
工
も
行
っ
た
よ
う
で
す
。

そ
の
た
め
、
小
川
組
施
工
の
忍
商
業
銀
行
の
店
舗
と

構
造
や
デ
ザ
イ
ン
に
共
通
性
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

忍
貯
金
銀
行
は
、
戦
時
中
の
金
融
統
制
で
昭
和

19
年
（
１
９
４
４
）
に
埼
玉
銀
行
に
合
併
さ
れ
、
不

要
と
な
っ
た
こ
の
建
物
を
行
田
足
袋
元
売
販
売
株
式

会
社
が
買
収
し
ま
し
た
。
終
戦
後
こ
の
建
物
は
足

袋
会
館
（
足
袋
組
合
の
会
館
）
と
な
り
、
昭
和
21

年
（
１
９
４
６
）
に
は
昭
和
天
皇
が
埼
玉
県
巡
幸
の

際
に
立
ち
寄
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
22
年

（
１
９
４
７
）
創
立
の
忍
商
工
会
議
所
（
現
在
の
行

田
商
工
会
議
所
）
の
事
務
所
が
、
創
立
時
か
ら
置
か

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、昭
和
44
年
（
１
９
６
９
）

に
武
蔵
野
銀
行
に
売
却
さ
れ
、
行
田
支
店
と
な
っ
て

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
建
物
は
幾
度
も
用
途
・
所
有

者
が
替
わ
り
ま
し
た
が
、
常
に
行
田
の
足
袋
産
業
と

深
い
関
わ
り
を
持
ち
、
行
田
市
中
心
市
街
地
の
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
と
し
て
今
も
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

（
文
化
財
保
護
課　

中
島
洋
一
）

材料（２人分）
かぼちゃ…200g　赤唐辛子…１／２本　ごま油…大さじ１／２
Ａ【だし汁…大さじ３　しょう油…小さじ２　砂糖…小さじ１】

作り方
①かぼちゃは種とわたを取り除き、５～６mmの厚さの食べやすい大き

さに切る。
②赤唐辛子は粗くちぎって種を取り除く。
③フライパンにごま油と②の赤唐辛子を入れて火にかけ、①のかぼちゃ

を加えて中火でいためる。Ａを加え、煮崩れしないようにときどき混
ぜながら、汁気がなくなるまで煮る。

… ピ リ 辛 味 が ア ク セ ン ト …

か ぼ ち ゃ の き ん ぴ ら

栄養成分（１人分）
エネルギー128kcal　たんぱく質2.4g　脂質3.3g 
炭水化物 22.8g　食塩相当量 0.9g　ビタミンＡ 330µg

（社）埼玉県栄養士会　行田・羽生の会

■市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
　ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線 318）まで。
■市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。 
■市報をカセットテープに録音したものを希望者宅にお届けします。
　ご希望の方は、広報広聴課広報
　広聴担当（内線 318）までご連絡
　ください。

武
蔵
野
銀
行
行
田
支
店

189

行
田
の
近
代
化
遺
産

行
田
の
近
代
化
遺
産

22

環境にやさしい大豆油インキ

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

No.81
　かぼちゃはビタミンエース（Ａ・Ｃ・Ｅ）が豊富な健康野菜。老化や風邪、
生活習慣病の予防に効果があるいろいろなビタミンを多く含んでいます。中
でも、体内でビタミンＡに変わるカロテンは、皮膚や粘膜の抵抗力を高める
働きが期待できます。かぼちゃ 100g で、１日に取りたいビタミンＡの半
分の量を摂取することができます。

　ゼリーフライとフライのイメージキャラクター「こぜにちゃん」と「フラ
べぇ」の着ぐるみが完成し、11月３日の市制施行60周年・文化の日記念
式典で初披露されました。早速11月８日の第２回行田市Ｂ級グルメ大会に
登場すると、子供たちの人気の的に。埼玉の魅力をＰＲする県のゆる玉応援
団にも入団し、今後の活躍に目が離せません。

武蔵野銀行行田支店

市
報

 ぎ
ょ

う
だ

  N
o.762

今月の表紙

平
成

21
年

12
月

1
日

発
行

■
編

集
・

発
行

／
行

田
市

総
合

政
策

部
広

報
広

聴
課

〒
３６１−８６０１

行
田

市
本

丸
2

番
5

号
　

TE
L

５
５

６
−

１
１

１
１

　
FA

X
５

５
０

−
２

１
１

６
ホ

ー
ム

ペ
ージ

 http://w
w

w
.city.gyoda.lg.jp　

携
帯

サ
イト

 http://w
w

w
.city.gyoda.lg.jp/m

obile/index.htm
l
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